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はじめに

掛 川 市 二 の 丸 美 術 館
掛川市ステンドグラス美術館　
館 長　 日 比 野　 秀 男

　令和 2年度掛川市二の丸美術館・掛川市ステンドグラス美術館年報を刊行いたします。

　掛川市二の丸美術館は平成 10 年 4 月、また、掛川市ステンドグラス美術館は平成 27 年 6 月、開

館いたしました。いずれの美術館も篤志の市民の方々のご協力を受けて開館したものです。　

　それぞれの特色あるコレクションを核として美術館活動を展開しております。また、各種講座も

開催してきております。

　しかしながら令和 2年度はかつてないコロナ禍に襲われ休館さらには各種イベントも中止するこ

とを余儀なくされました。これは当館だけの問題でなく社会全体で受けた大きな試練であります。

　また、平成 28 年度から美術館運営が掛川市直営から掛川市文化財団（掛川市生涯学習振興財団な

どを経て）が運営する指定管理者制度に移行し、掛川城を中心とした歴史文化ゾーンの周辺施設と

の関りも大きく変化してきています。南北に広い掛川市全域における美術館としてどうあるべきか、

新たなる再出発するべく熟慮する時期でもありました。

　本年報「⑥管理運営　１入館者統計」で見られますとおり、二の丸美術館は掛川城と一体化した

展示施設として平成 10 年に開館し、掛川城利用者が入館者の大半を占めてきておりました。当初は、

掛川城利用者の美術館入館者（美術館・掛川城セット）が 5～ 6割であったのが年々減少し、令和 2

年度においては2割を切ってしまいました。このことは美術館だけを目当てに来館していただく方々

が増加することなくしては美術館利用者が減少することは自明のことでした。

　このような課題を克服することを念頭に美術館の各種事業を展開することにより幸いにも令和 2

年度において総入館者数はかなり減少しましたが、美術館のみの有料入館者数は増加してきており

ます。これは他の市町には見られない掛川市の豊富な文化資源を紹介することが小中生から広く市

民の方々に関心をもっていただくようになってきたことと思われます。ステンドグラス美術館にお

きましても掛川城とセット券で来館される方は大きく減少しましたが、ステンドグラス美術館だけ

の有料入館者数の減少は限定的であることはステンドグラスの魅力が市民の方々に浸透してきてい

ることと思われます。

　市民の方々の意向をよく見ながら今後の美術館活動を進めてゆきたいと考えますので、今後とも

ご支援いただけますようよろしくお願い致します。

令和 3年 8月
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①令和２年度　二の丸美術館　展 覧 会 一 覧

№ 展 覧 会 名 会 期 開館
日数

入館者数（人）

有料 無料 計

1
掛川市二の丸美術館名品選

蒔絵・彫金・細密工芸品 6/1 ～ 7/12 40 632 271 903

2
掛川の歴史と美
掛川藩・横須賀藩

－藩主の美意識と掛川宿－
7/23 ～ 10/11 75 2,558 946 3,504

3
掛川市二の丸美術館名品選

近代日本画展 10/17 ～ 11/15 29 1,446 335 1,781

4
2020 掛川市民アートフェスタ

掛川市民芸術祭 優秀作品展
ちょっと昔の暮らし

11/20 ～ 12/20 29 519 3,266 3,785

5
木下コレクション

寿ぎの日本美 －漆と金工－ 12/26 ～ 1/31 34 874 215 1,089

6
掛川物語－掛川文化の原点－
松が岡・山﨑家ゆかりの

遺品展
2/6 ～ 3/14 35 990 413 1,403

7
ねむの木学園の

こどもたちと
宮城まり子美術展

3/18 ～ 3/31 14 2,627 1,326 3,953

令和２年度　計 256 9,646 6,772 16,418

※新型コロナウイルス感染防止対策のため令和２年２月２８日から令和２年５月 31 日まで
　臨時休館となった。

⓵展覧会一覧
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②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会１

掛川市二の丸美術館名品選
木下コレクション　蒔絵・彫金・細密工芸品

１　概要
　　当館所蔵の工芸品木下コレクションのあらゆる分野をダイジェスト的に紹介した本展覧会は、
第 1展示室にコレクションの中でも特に好評を頂いている作品 30 点を厳選し紹介した。さらに新
しい試みとして、来館者にお気に入りの 1点を選んで頂き、ランク付けする “来館者参加型 ”の展
覧会とした。
　　第 2展示室には、主に煙草入れや印籠・櫛かんざしなどの細密装身具を素材別に分類して紹介。
来歴や模様のいわれなども合わせて解説した。両展示室で約 300 点の作品を展示。
　※新型コロナウィルス感染拡大に伴い休館日となったため、予定していた会期（4月 1日（水）～
5月 24 日（日））を変更し開催した。

（１）会　期　令和２年６月 1日（月）～７月 12 日（日）
　　　　　　　※コロナウィルス対策で開催日変更［開館日数 40 日間］
（２）会　場　掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室）
（３）入館料　一般　200 円、　中学生以下　無料
（４）関連イベント
　　　　　　　コロナウィルス対策により、ギャラリートーク中止。
（５）入館状況

２　経緯
　　当館所蔵の <木下コレクション >は二の丸美術館の基盤ともなる工芸作品のコレクションで、
平成 10 年の開館以来、年間 2回ほど展示を開催している。作品は、江戸から明治・大正・昭和の
近現代に至るまでの細密工芸品、および漆や金工調度品など多岐にわたり、小さいながら当時の
文化・歴史を知る上で貴重な資料となっている。これらを展示公開することで、日本の伝統工芸
品の素晴らしさや美意識を理解頂き、後世に繋ぐ場とする。

３　目的
　　開館 22 年目を迎え、成熟した美術館として、市民の創造的な文化芸術活動を支えるべく、地道
な研究の成果と高度な専門知識に裏付けられた質の高い展覧会を開催するとともに、地域の方が
利用をさらに促進を図りコミュニティの基盤の強化を図る。

総入館者数 903 人

有料入館者 632 人

無料入館者 271 人

1 日平均者数 22.6 人
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⓶展覧会

４　体制
　①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市
　②後援　掛川市教育委員会 /静岡新聞社・静岡放送 /中日新聞東海本社

５　参考　添付データ
　（１）主な展示作品 
　　第１展示室　木下コレクションより抜粋の 30 作品（蒔絵・彫金ほか細密工芸品など）
　　第２展示室　 木下コレクションと増田コレクション ( 寄託資料 ) ほか、約 200 点
　　上階廊下壁面  作品パネル（約 20 枚）

【第 1展示室】
日本三景図蒔絵両紙手箱 鉄地金銀象嵌人物図大飾皿
安芸の宮島図蒔絵硯箱 鉄地金銀象嵌武者図対花瓶
桜蒔絵手箱 神農図象嵌手箱
蛤形薄に鹿図蒔絵小箱 香炉　３品
提げ重　２品 銅地網代文彫り花瓶
芥子図螺鈿象嵌手箱 富士景物図吉祥文象嵌手許箪笥
銅地花鳥図象嵌対花瓶 芭蕉図蒔絵棚　
大名時計 牡丹図象嵌瓶掛け
螺鈿細工 貝類見本ほか 銅地蛸図象嵌花瓶
きせる筒　5種 秋草鶉図四所物
粟穂図揃い金具 海老図三所物

【第 2展示室】
煙草入れ（腰差し・一つ提げ・提げ・とんこつ） 48 品 きせる　25 品
懐紙入れ　15 品 たばこ盆　６品
印籠　15 品 櫛・かんざし・笄など髪飾り
提灯・弁当箱・矢立・火打石など旅の小道具 金唐革見本・更紗見本

　（２）会期中の普及啓発活動
　①ポスター（A3　150 部）　②チラシ（A4　8,000 部）
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　③広報誌『文樂里』
 

　（３）記録写真
　① 2Fガラスケース内展示　　   ② 2F 展示室（全体）　　            ③ 2F 展示室（全体）
 　 　 

　④ 1Fガラスケース内展示　　　⑤ 1Fガラスケース内展示　　　   ⑥ 1F ガラスケース内展示
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⓶展覧会

②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会２

掛川の歴史と美
掛川藩・横須賀藩－藩主の美意識と掛川宿－

１　概要
　　文化・学芸振興の側面から、掛川・横須賀の歴史と藩公ゆかりの歴史資料及び美術品、あわせ
て江戸時代の東海道と日坂宿・掛川宿を描いた浮世絵版画を 3章構成で紹介した。
　第 1章「掛川藩主山内家・太田家ゆかりの歴史資料及び美術品」
　　掛川城を近代城郭へと発展させ、城下町の整備を行った戦国武将 山内一豊と、1746( 延享 3) 年か
ら 7代 123 年にわたり藩主を務め、高い見識を持ち、掛川藩の文化水準を高めた太田家ゆかりの美
術遺品（両家の大名道具、金谷ゆかりの画家・永村茜山が描いた《徳川十六将図》（初公開）を展
示した。
　第 2章「掛川藩・横須賀藩の文化・学芸振興」
　　両藩の文化・学芸振興に焦点を当て、それぞれの藩のお抱絵師として活躍した村松以弘、大久保
一丘の作品、時代や藩は違えども共に藩校教授を務めた松崎慊堂、八木美穂の書や和歌を紹介。さ
らに、横須賀藩御用達を務め栄えた清水家からの寄贈品、愛宕下美術館からの借用品をあわせて展
示した。
　第 3章「東海道・掛川の魅力再発見」
　　掛川藩には「日坂宿」と「掛川宿」の２つの宿場があり、多くの浮世絵師よって描かれている。
本展では広重、北斎など著名な浮世絵師の風景版画と現在の東海道を描いた佐々木信平氏の作品
を同時に展示することで掛川の今昔を比較することができた。

　（１）会　期　令和 2年 7月 23 日（木・祝）～ 10 月 11 日（日）　〔開館日数 75 日間〕
前期：7月 23 日（木・祝）～ 8月 30（日）
後期：9月 1日 ( 火 ) ～ 10 月 11 日（日）
※中途展示替え 8月 31 日（月）

　（２）会　場　掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室）
　（３）入館料　一般　200 円、　中学生以下　無料
　（４）関連イベント
　　　　　　　 コロナウィルス対策により、ギャラリートーク中止。
　（５）入館状況

２　経緯
　　現存する城郭御殿としては、京都二条城など全国でも４か所しかない貴重な建造物である「掛
川城御殿」や二宮尊徳ゆかりの「大日本報徳社」など歴史的文化価値の高い歴史遺構に囲まれた
恵まれた環境にあり、展覧会を通して歴史・文化の資源を活用することで、地域との連携を深め、

総入館者数 3,504 人
有料入館者 2,558 人
無料入館者 946 人
１日平均者数 46.7 人
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文化振興の拠点としての役割を担う。
　　平成 30 年度よりシリーズ化している掛川城、横須賀城、高天神の三城をクローズアップした企
画展は、掛川市の地域資源を再発見し、まちの魅力を再認識できる企画展として開催しており、
美術愛好家だけでなく市民からも高い評価を得ている。２年前に開催した企画展は掛川城と高知
城の展示、昨年は高天神城と横須賀城にスポットをあて展示を行ったため、今回は、掛川藩と横
須賀藩の文化にスポットをあて、知られざる地域文化を掘り下げた展示とした。

３　目的
　　文化・学芸の側面から掛川藩・横須賀藩の歴史と藩侯ゆかりの美術品を紹介し、横須賀藩藩主・
西尾家の家紋入り道具を初公開など掛川藩校の資料により、掛川の文化教養の原点を知ることが
できる。
　　また、葛飾北斎など著名な浮世絵師が描いた江戸時代の日坂宿・掛川宿の風景版画を紹介し、
掛川の今昔を目で見て知るきっかけになるとともに、江戸時代の旅の様子など歴史文化に興味を
広げる機会となることを期待する。
　　更に、　様々な美術品を通じて歴史文化財、掛川の歴史や背景、遺構への関心を高めるきっかけ
とする。
　　　　　　
４　体制
　①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市
　②後援　掛川市教育委員会 /静岡新聞社・静岡放送 /中日新聞東海本社

５　参考　添付データ
　（１）主な展示作品 
　　第１展示室　山内家、太田家ゆかりの大名道具、掛川藩校の資料 20 点
　　第２展示室　村松以弘、大久保一丘の作品、松崎慊堂、八木美穂の書、清水家からの寄贈品、
　　　　　　　　地元の愛宕下美術館より借用した作品、20 点
　　　　　　　　広重、北斎など著名な浮世絵師の風景版画　5点

作品リスト　※印は前期のみ展示　№が色付きは後期のみ展示

No 資料または作品名 作　者 年　代 所蔵者

第１章　掛川藩主山内家・同太田家ゆかりの美術遺品
1 柿本人麻呂像幷和歌 山内 豊敷 江戸時代中頃 　

2 遠江国十二郡千六十三村図 　 弘化3年（1846）、慶応4年（1868）再編 　

3 五万石先備図 　 江戸時代 　

4 徳川十六将図 ※ 永村 茜山 天保10年（1839） 　

5 徳川十六神将図 永村 茜山 弘化3年（1846） 佐都加文庫

6 火事羽織 　 江戸時代 　

7 葛布陣羽織 ※ 　 江戸時代 　

8 鐙 （あぶみ） 　 江戸時代 　

9 鞍 （くら） 　 江戸時代 　

10 御軍扇 （金地・紅地に日の丸） 　 江戸時代 掛川市
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No 資料または作品名 作　者 年　代 所蔵者

11 軍配 （九曜卍紋鉄丸形） 　 江戸時代 掛川市

12 大食籠 （おおじきろう） 　 江戸時代 　

13 重箱 　 江戸時代 　

14 掛川賄方銭箱 　 万延元年（1860） 　

15 黒紅練緯地宝尽文様腰巻 ※ 　 万延元年（1860） 　

16 巻狩の図 　 江戸時代 　

17 太田備後守資始の歌 太田 資始 江戸時代 　

18 太田備後守資始の書 太田 資始 江戸時代 　

19 太田備後守資言の書 太田 資言 江戸時代 　

20 大書「乕」 太田 竹城 明治時代 　

21 太田竹城使用印 　 江戸時代 　

22 白糸瀑図 村松 以弘 江戸時代 　

23 秋景山水図 村松 以弘 文化4年（1817） 　

24 富嶽図 村松 以弘 江戸時代 佐都加文庫

第２章　横須賀藩の文化・学芸振興
25 亀図 西尾 忠受 江戸時代 　

26〜28 棗（なつめ）・お椀・筆箱 　 江戸時代 個人

29 化粧台 （櫛台） 　 江戸時代 個人

30 富嶽図 谷 文晁 江戸時代 　

31 西行富士遠望図 大久保 一丘 江戸時代 　

32 富嶽図 大久保 一丘 天保9年（1838） 　

33 風俗図屏風 ※ 大久保 一丘 江戸時代 　

34 草花図 （春）（夏）（秋）（冬） 大久保 一丘 江戸時代 　

35 花 川村 清雄 大正-昭和初期 愛宕下美術館

36 洋人読書図 山本 芳翠 明治20～30年頃（1887～97） 　

37 横須賀城スケッチ 森山 一信 明治時代 個人

38 横須賀城絵図 作者不詳 明治時代 個人

39 横須賀旧城跡図 金田 崔臥 明治時代 個人

掛川藩・横須賀藩の学芸振興－松崎慊堂と八木美穂－
40 慊堂先生臨素公千字文 松崎 慊堂 江戸時代　 　

41 詩三首 松崎 慊堂 江戸時代　 佐都加文庫

42 詩三首 草稿 松崎 慊堂 江戸時代　 佐都加文庫

43 松崎慊堂遺文 （上・下） 松崎 慊堂 明治34年（1901）5月 　

44 舊松尾藩学制沿革概略 ※ 不詳 明治初期 　

45 八木美穂  短冊 八木 美穂 江戸時代 佐都加文庫

第３章 浮世絵に描かれた日坂宿・掛川宿
46 粟ヶ岳遠望 佐々木 信平 平成20年（2008）

47 山間のお寺 （粟ヶ岳） 佐々木 信平 平成20年（2008）

48 日坂  高札場 佐々木 信平 平成20年（2008）

49 小夜の中山  久延寺 佐々木 信平 平成20年（2008）

50 事任八幡宮 佐々木 信平 平成20年（2008）

51 東海道  日坂にて 佐々木 信平 平成20年（2008）
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No 資料または作品名 作　者 年　代 所蔵者

52 茶摘図 近藤 浩一路 昭和年間

53 仙人飲茶図 ※ 永村 茜山 弘化4年（1847）

54 東海道五拾三次之内  日坂 （保永堂版） 歌川 広重 天保4年頃（1833）

55 東海道五拾三次之内  掛川 （保永堂版） 歌川 広重 天保4年頃（1833）

56 東海道五拾三次之内  袋井 （保永堂版） 歌川 広重 天保4年頃（1833）

57 東海道五拾三次之内  見附 （保永堂版） 歌川 広重 天保4年頃（1833）

58 東海道五拾三次  廿六  日坂  （隷書東海道） 歌川 広重 嘉永2年頃（1849）

59 東海道五拾三次  廿七  掛川  （隷書東海道） 歌川 広重 嘉永2年頃（1849）

60 雙筆五十三次  日坂 ※
風景画：歌川 広
重、美人画：三代
豊国

安政元年（1854）12月

61 雙筆五十三次  掛川 ※
風景画：歌川 広
重、美人画：三代
豊国

安政元年（1854）

62 五十三次名所図会  廿六  日坂 （竪絵東海道） 歌川 広重 安政2年（1855）

63 五十三次名所図会  廿七  掛川 （竪絵東海道） ※ 歌川 広重 安政2年（1855）

64 東海道五十三次之内  廿五  日坂 （蔦屋版東海道） ※ 歌川 広重 弘化4～嘉永5年（1847~52）

65 東海道五十三次之内  廿六  掛川 （蔦屋版東海道） ※ 歌川 広重 弘化4～嘉永5年（1847~52）

66 東海道五十三次  金谷・日坂  ※ 三代豊国 安政4年（1857）

67 東海道五十三次  掛川・袋井 ※ 三代豊国 安政4年（1857）

68 東海道五十三次之内  日坂  小早川帯刀 三代豊国 嘉永5～6年（1852~53）

69 東海道五十三次之内  掛川  日本左衛門 三代豊国 嘉永5～6年（1852~53）

70 役者東海道  日坂掛川間  本庄権八 三代豊国 嘉永5年（1852）

71 東海道五十三次之内  掛川　 葛飾 北斎 文化7年（1810）

72 東海道五十三次  絵本駅路鈴  日坂 ※ 葛飾 北斎 文化初中期頃（1810）

73 東海道五十三次  絵本駅路鈴  掛川 ※ 葛飾 北斎 文化初中期頃（1810）

74 東海道五十三次之内  日坂 葛飾 北斎 文化元年（1804）

75 東海道五十三次之内  掛川 葛飾 北斎 文化元年（1804）

76 茶植附の図 二代国輝 明治期

77 茶摘の図 二代国輝 明治期

78 茶を製す図 二代国輝 明治期

79 東海道中栗毛野次馬  掛川 落合 芳幾 万延元年（1860）

80 小田原提灯 　 江戸時代

81 携帯用提灯 　 江戸時代

82 行李 （こうり） 　 江戸・明治時代

83 携帯用水飲み容器 　 明治時代

84 弁当箱 （袋付き） 　 江戸時代

85 折り畳み式携帯用燭台 （ろうそく立て） 　 江戸時代

86 杓子形たばこ入れ 　 江戸・明治時代

87 矢立 　 江戸・明治時代

88 携帯用日時計 　 江戸・明治時代

89 早道 　 江戸時代

90 携帯用旅枕 　 江戸時代

91 火打ち石袋 　 江戸・明治時代
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No 資料または作品名 作　者 年　代 所蔵者

92 火打ち金 （鉄） 　 江戸時代

93 火打ち石 　 江戸時代

94 遠州小夜中山関係一括 中屋 弥次郎 文久頃（1861～63頃）

95 東海道名所図絵  第四巻
秋里 籬島 著、
竹原 春泉斎 
ら挿絵

寛政9年（1797）

　（２）会期中の普及啓発活動
　①ポスター（B2　150 部）　　　　　　　　　 ②チラシ（裏面）（A4　8,000 部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②鑑賞ガイド（A5三ツ折り　3,000 部）
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　③懸垂幕（のぼり）　　　　④ポケットガイド（A3　3,000 部）
　　 　　　 

　⑤広報誌『文樂里』
 　　 

（３）記録写真
　①美術館正面入口　　　　　　　②展示室入口　　　　　　　　　③第１展示室  （前期）
 

　④第１展示室（後期）　　　　　 ⑤第２展示室  （前期）　　　　　 ⑥第２展示室（後期）
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②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会３

掛川市二の丸美術館名品選　近代日本画展

１　概要
　　当館が収蔵する日本画作品より、横山大観や川合玉堂、竹内栖鳳など著名な作家による、四季折々
の花や風景を描いた作品 29 点を展示した。合わせて今回は、天然岩絵具や絵筆など日本画特有の
画材を参考展示し、道具の観点からも日本画の紹介を行った。
　※かけがわ茶エンナーレの延期にともないMOA美術館コレクションが延期となったため、予定
していた会期（5月 29 日（金）～ 7月 12 日（日））を変更し開催した。

（１）会　期　　令和 2年 10 月 17 日（土）～ 11 月 15 日（日）〔開館日数 29 日間〕
（２）会　場　　掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室）
（３）入館料　　一般　200 円、　中学生以下　無料
（４）関連イベント　作品解説　(14:00 ～ 14:30)
　　 10/28 ( 土 ) 参加者 10 人、 11/7 ( 土 ) 参加者 7人
（５）入館状況

２　経緯
　　平成 10 年 4 月 1 日に開館した二の丸美術館は、たばこ道具、印籠、刀装具、金工品、書画など
の美術工芸品が 2,300 点余り、横山大観や東山魁夷などの近代日本画や、掛川出身の戦没画学生桑
原喜八郎の遺作など郷土で活躍した人々の作品など多くの作品を収蔵する。
　　特に故・鈴木始一氏の日本画コレクションを中心とした近代日本画展は、二の丸美術館が平成
10 年に開館した当初から毎年開催している。

３　目的
　　当館の日本画コレクションは、明治から昭和にかけて活躍した著名な作家たちによる作品で構
成され、工芸品とならび当館の主軸コレクションである。それらの作品をより多くの方に知って
いただき、後世に継承することを目的に開催する。
　　　　　　
４　体制
　①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市
　②後援　掛川市教育委員会 /静岡新聞社・静岡放送 /中日新聞東海本社

総入館者数 1,781 人

有料入館者 1,446 人

無料入館者 335 人

1 日平均者数 61.4 人
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５　参考　添付データ
　（１）展示作品 

第 1展示室
No 作品名 作 者 制作年 技法、形態

1 海暾 横山 大観 制作年不詳 紙本着色、軸装

2 初夏の花 結城 素明 制作年不詳 絹本着色金泥、軸装

3 秋の実り 竹内 栖鳳 制作年不詳 絹本着色、額装

4 柿実餞鴉図 竹内 栖鳳 1901年 紙本水墨、軸装

5 枯木寒鴉図 竹内 栖鳳 1901年 紙本水墨、軸装

6 秋の山 小野 竹喬 1950年頃 絹本着色、額装

7 カトレア 堅山 南風 制作年不詳 絹本着色、額装

8 双鯉 堅山 南風 制作年不詳 紙本着色金泥、額装

9 金魚 奥村 土牛 1951年頃 紙本着色、額装

10 早春 奥村 土牛 1951 年頃 紙本着色、額装

第 2展示室
No 作品名 作 者 制作年 技法、形態

11 罌粟 山村 耕花 制作年不詳 絹本着色、軸装

12 宋三彩劃花壺 山村 耕花 1921年 絹本着色、軸装

13 鏡獅子 伊東 深水 1940年頃 絹本着色、軸装

14 夕月 川合 玉堂 1931年頃 絹本着色、軸装

15 鵜飼 川合 玉堂 1933年頃 絹本着色、軸装

16 聖夜 川端 龍子 1941年 絹本墨画、軸装

17 狩の雨 川端 龍子 制作年不詳 紙本着色、額装

18 桜 前田 青邨 制作年不詳 絹本着色、軸装

19 桔梗 前田 青邨 制作年不詳 紙本着色、額装

20 壷 前田 青邨 制作年不詳 紙本着色､ 額装

21 生果競甘 岸田 劉生 1926年 紙本着色、額装

22 猫柳 福田 平八郎 昭和20年代 紙本着色、額装

23 りんご 福田 平八郎 1955年頃 紙本着色、額装

24 赤城路之巻 速水 御舟 1916年頃 紙本着色、額装

25 洋壺 小倉 遊亀 1958年 紙本金地着色、額装

26 花 北澤 映月 制作年不詳 紙本着色、額装

27 萠春 東山 魁夷 制作年不詳 絹本着色、額装

28 浅春 東山 魁夷 制作年不詳 絹本着色、額装

29 鳩 髙山 辰雄 昭和30年代 絹本着色、額装
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　（２）会期中の普及啓発活動
　①ポスター（B2　150 部）　　②チラシ（A4　8,000 部）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　②鑑賞ガイド（A4　500 部）

　

　③広報誌『文樂里』

　（３）記録写真
　①美術館正面入口　　　　　　　②展示室入口バナー　　　　　　③展示室入口（後援表示）

　④第１展示室　　　　　　　　　⑤第２展示室　　　　　　　　　⑥作品解説の様子

⓶展覧会
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②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会４

2020掛川市民アートフェスタ
掛川市民芸術祭 優秀作品展　 ちょっと昔のくらし展 ―昭和のアート・デザイン・・・―

１　概要
　　例年行われている市民芸術祭の優秀作品展と美術館テーマ展示「ちょっと昔の暮らし展－昭和
のアート・デザイン・・・－」を開催した。
　　第 1展示室では、花柄や家具調デザインの家電や道具、女性を描いた絵画作品、1960 年代に発
売され、今もなお愛されているロングセラー商品を展示した。機能性や利便性だけではなく、見
た目の美しさが求められた時代の心華やぎ、生活に彩りを与えてくれたデザイン、流行に左右さ
れることなく暮らしの中で長く愛されている普遍的なデザインを見て、デザインが私達の暮らし
の身近にあり、日常を豊かに支えていることを感じていただくことを狙いとした。
　　第 2展示室では、今年度掛川市民芸術祭に出品された絵画、彫刻・手工芸、写真、書道の計 113
点のうち、各部門の優秀作品 36 点を展示した。

（１）会　期　令和 2年 11 月 20 日（金）～ 12 月 20 日（日）［開館日数 29 日間］
（２）会　場　掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室）
（３）入館料　無料
（４）関連イベント　作品解説　( 両日 13:30 ～ 14:15、担当 日比野・石田 )
　　　　　　　　　　11/28 ( 土 ) 参加者 8人、 12/2 ( 水 ) 参加者 6人 
（５）入館状況

２　経緯
　　例年秋に「掛川市民芸術祭」の優秀作品の展示と、美術館テーマ展示をあわせて行っている。
市民の作品発表が主となる展示を行うことから、他の展覧会よりも多くの市民の来館が予想され
る中、新しく購入した作品など市民の財産である美術館の収蔵品を披露するには絶好の機会だと
捉えられてきたからである。

３　目的
　　今年度の美術館テーマ展示は、小学 3年生の 3学期に学習する「くらしのうつりかわり」に焦
点を当て、児童が教科書だけでなく実物を見て学べる機会となることを意図し計画をした。実際
に市内数校の児童がクラス単位で訪れるなど需要の高さを感じた。美術館の入館者を劇的に増や
すことが難しい昨今、利用者が求めているものは何かをより敏感に感じとらなければならないと
思われる。今後、今回の展示内容をさらに充実・発展させ、より多くの学校に利用してもらえる
ような企画展としていきたい。

総入館者数 3,785 人

1 日平均者数 130.5 人
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⓶展覧会

４　体制
　① 主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市
　② 後援　掛川市教育委員会 /静岡新聞社・静岡放送 /中日新聞東海本社

５　参考　添付データ
（１）主な展示作品 
第 1 展示室　 1960 年～ 70 年代に発売されたカラーテレビ、魔法瓶（ポット）、電気ジャー、
　　　　　　 文房具、お菓子など 73 点と鈴木政昭洋画コレクションより 5点
第 2展示室　 掛川市民芸術祭　優秀作品　36 点

作品リスト（第１展示室）／ちょっと昔のくらし展

Ⅰ.家具調テレビ（木目柄）－1964年東京オリンピックからカラーテレビが流行しました－

No 資料または作品名 製造会社 型番 発売年 所有者

1 日立カラーテレビ 日立製作所 CN-87C 1967年 清水邸

2 ナショナルカラーテレビ 松下電器産業株式会社 TF-92Ya 1967年 大須賀歴史民俗資料館

3 ナショナルカラーテレビ 松下電器産業株式会社 TH13-R33 1976年 大須賀歴史民俗資料館

4 木目調トレー 1980年代 個人

Ⅱ.便利で美味しい電気炊飯器（炊飯だけから保温も）

5 日立自動電気釜 日立製作所 R.D-610 1960年 大須賀歴史民俗資料館

6 ステンレスジャー タイガー魔法瓶 L-180 1964年頃 二の丸美術館

7 ナショナル圧力式電気炊飯器 松下電器産業株式会社 SR-200T 1968年 大須賀歴史民俗資料館

8 ナショナル圧力式電気炊飯器 松下電器産業株式会社 SR-200RT 1968年 大須賀歴史民俗資料館

9 お櫃（おひつ） 1970～80年代 個人

10 電子ジャー タイガー魔法瓶 ED2-01 1971年 個人

Ⅲ.華やかな花柄ー氷とお湯の保温ポット－魔法瓶から電気ポットへ－

11 トップジャー 象印マホービン 1964年頃 大須賀歴史民俗資料館

12 エヴェレストA型ヂャッグ ナショナル魔法瓶工業 1.5L 1967年頃 個人

13 エヴェレスト花柄魔法瓶 ナショナル魔法瓶工業 1.9L 1967年頃 個人

14 アイスペール タイガー魔法瓶 KFJ-4.4L 1968年 二の丸美術館

15 ハニーポット（魔法瓶） タイガー魔法瓶 HL-1.9L 1968年 二の丸美術館

16 孔雀印ポット ピーコック 1968年 二の丸美術館

17 エアーポット 象印マホービン SA-2500 1974年 個人

18 エアーポット 象印マホービン SNK-1900 1975年頃 個人

19 ポット（VOGUE 花と女性） ダイヤ魔法瓶工業 1979年 二の丸美術館

20 魔法瓶＆アイスペールセット ダイヤ魔法瓶工業 1979年 二の丸美術館

21 電気ポット 象印マホービン CV-TU22 2014年 個人
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Ⅳ．昭和のデザイン　－花柄・タータンチェックは今も人気－

22 ワンピース黄 1970年代 個人

23 ワンピース赤 1970年代 個人

24 ワンピース青 1970年代 個人

25 巨人の星　ちり紙 大洋製紙株式会社 1965年頃 個人

26 Kleenex-クリネックスティシュー 日本製紙クレシア 1964年 二の丸美術館

27 スコッティ　フラワーボックス 日本製紙クレシア 1986年 二の丸美術館

28 スコッティトイレットペーパー 日本製紙クレシア 1986年 個人

29 チェック柄ペンケース 1980年代 個人

30 チェック柄アドレス帳 1980年代 個人

31 チェック柄折り畳み傘 1980年代 個人

32 バーバリーコート バーバリー 1970年代 個人

33 チェック柄スカート 1995年 個人

34 コーヒータップキャンディ缶/　　　　　　レモンタップキャンディ缶 森永製菓
1962年/

二の丸美術館
1963年

Ⅴ．昭和のロングセラー商品・今も美味しく斬新なデザイン

【文具】

35 Hi-Uni 三菱鉛筆 1966年 個人

36 ぺんてるクレヨン ぺんてる 1955年 二の丸美術館

37 ぺんてるサインペン ぺんてる 1963年 二の丸美術館

38 Bicボールペン Bic 1961年 二の丸美術館

39 ラッションペン 寺西化学工業 1964年 二の丸美術館

40 消しゴム　/MONO トンボ 1969年 二の丸美術館

41 消しゴム　/Radar シード 1968年 二の丸美術館

【ふりかけ・お吸い物】

42 のりたまご ニチフリ 1959年 二の丸美術館

43 のりたま 丸美屋食品工業 1960年 二の丸美術館

44 錦松梅 錦松梅 1932年 個人

45 お茶漬け海苔 永谷園 1952年 二の丸美術館

46 松茸の味・お吸いもの 永谷園 1964年 二の丸美術館

【斬新な容器・デザイン】

47 ヤクルト ヤクルト 1968年 個人

48 キッコーマンしょうゆ卓上びん キッコーマン 1961年 二の丸美術館

49 ワンカップ大関 大関 1964年 二の丸美術館

50 タカラcanチューハイ 宝酒造 1984年 二の丸美術館

【お菓子、つまみ】

51 かっぱえびせん カルビー 1964年 二の丸美術館
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⓶展覧会

52 柿ピー 亀田製菓 1966年 二の丸美術館

53 元祖柿の種 浪花屋製菓 1924年 二の丸美術館

54 ガーナチョコレート ロッテ 1964年 二の丸美術館

55 マーブルチョコレート 明治 1961年 二の丸美術館

56 アポロチョコレート 明治 1969年 個人

57 森永ミルクキャラメル 森永製菓 1914年 個人

58 Hi-SOFTキャラメル 森永製菓 1969年 個人

59 CHELSEA（チェルシー） 明治 1971年 個人

60 クールミントガム ロッテ 1960年 個人

61 グリーンガム ロッテ 1957年 個人

62 アーモンドチョコレート 明治 1962年 二の丸美術館

【カレールウの誕生】

63 赤缶カレー粉 エスビー食品 1950年 二の丸美術館

64 ハウス印度カレー　広告 ハウス食品 1960年 個人

65 ハウス印度カレー　ブリキ缶 ハウス食品 1960年 個人

66 ワンタッチカレー 江崎グリコ 1961年 二の丸美術館

67 オリエンタルマースカレー オリエンタル 1962年 二の丸美術館

【インスタント食品】

68 ボンカレー 大塚食品 1968年 二の丸美術館

69 掛川カレー 山英 二の丸美術館

70 カップヌードル 日清食品 1971年 二の丸美術館

71 チキンラーメン 日清食品 1958年 二の丸美術館

【掃除用品】

72 亀の子束子 亀の子束子西尾商店 1907年 二の丸美術館

73 キクロンA キクロン 1960年 二の丸美術館

Ⅵ．描かれたシックな昭和の女性美

No 作品名 作者 所蔵者

74 黎 宮永 岳彦 掛川市

75 踊り子 吉野谷 幸重 掛川市

76 鼓 鶴岡 義雄 掛川市

77 伊豆の子 谷内 六郎 掛川市

78 春の海 大津 英敏 掛川市
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作品リスト（第 2展示室）／掛川市民芸術祭優秀作品展
No 賞 氏　名 作品名

彫
刻・手
工
芸

【一般の部】
1 市長賞 井口 廣之 獅子
2 教育長賞 高塚 三千男 獅子頭
3 文化協会長賞 川口 秀樹 時
4 奨励賞 平松 壽 月夜の梅

【高校の部】
5 奨励賞 石川 羽南 鶴

絵
　
画

【一般の部】
6 市長賞 橋本 アサ子 戯れる（向日葵）
7 教育長賞 溝口 博之 かめの島
8 文化協会長賞 齋藤 彗心 春を待つ（京徳池）
9 奨励賞 天野 智啓 あの感動をもう一度
10 奨励賞 山内 早苗 掛川城
【高校の部】
11 市長賞 横須賀高校美術部 IN THE PAINT 1
12 教育長賞 鈴木 紫穂 紅妖
13 文化協会長賞 岡本 柊人 8月の午後6時半
14 奨励賞 林 伶衣子 AM 9:00

写
　
真

【一般の部】
15 市長賞 後藤 正徳 流木
16 教育長賞 田辺 鉄朗 響け　遠州行者太鼓
17 文化協会長賞 稲葉 一広 ワンちゃんの運動会
18 奨励賞 戸塚 康夫 墨流し
19 奨励賞 萩田 昇 そよ風吹いて
【高校の部】
20 市長賞 佐藤 晴誉 その先に
21 教育長賞 藤田 修策 あっぷっぷ
22 文化協会長賞 戸塚 音和 はばたき
23 奨励賞 杉山 慶響 砂利と燕
24 奨励賞 鈴木 舞羽 水平線
25 奨励賞 松浦 日向 体育の相棒
26 奨励賞 溝口 蒼葉 あした食べよう豆苗

書
　
道

【一般の部】
27 市長賞 平賀 興紀 篆刻　人生奥妙
28 教育長賞 榛葉 麗雅 姚鼐詩 (ようだいし)
29 文化協会長賞 戸塚 馨風 九嶺詩
30 奨励賞 江刺家 誠司 一遍上人語録
31 奨励賞 笠原 毬矢 秋萩の
【高校の部】

32 市長賞 杉山 いづみ 臨書　鄧石如隷書一節

33 教育長賞 尾澤 良帆 臨書　王鐸行書五律五首巻

34 文化協会長賞 松浦 果穂 臨書　文徴明行書詩巻

35 奨励賞 酒井 翔 臨書　王羲之蘭亭序

36 奨励賞 高橋 一花 万葉集　梅花歌32首并せて序

【参考出品】

37 書道・審査員 大谷 青嵐 唐・賀知章・詩、回郷偶書
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　（２）会期中の普及啓発活動
　①ポスター（A2　150 部）　　    ②チラシ（A4　5,000 部）           ③ワークシート（A4　1,000 部）

　（３）記録写真

　①エントランス後援表示

　④ 第２展示室入口

　②第１展示室

　⑤第２展示室

　③ 展示ケース内展示

　⑥第２展示室（壁側）
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②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会５

<木下コレクション>寿ぎの日本美－漆と金工－

１　概要
　　収蔵作品「木下コレクション」より、漆と金工を中心とした工芸作品を紹介した。新たな年を
迎えるのに相応しい招福吉祥文様が描かれた縁起の良い作品を選定し、展覧会をおめでたい雰囲
気でまとめた。吉祥文様とは、松竹梅・菊・桜・富士・高砂・雲龍など、日本において古来より
親しまれてきた文様で、工芸品のみならず絵画や歌舞伎・能など芸能分野でもしばしば用いられ
ている。どの作品にもひとつひとつ物語があるため、それを吉祥文様と掛けて解説した。
　　第 1展示室ではこれら吉祥文様作品を展示し、第 2展示室では、主に煙草入れや印籠・櫛かん
ざしなどの細密装身具を展示した。煙草入れも数ある作品の中から特色あるものを選定し、来館
者が見やすいように 1展示台に基本 1作品とした。
　　両展示室で、約150点ほどの作品を展覧。日本人の美意識や繊細な技術を多彩な作品で紹介した。
（１）会　期　　　令和２年 12 月 26 日（土）～令和３年１月 31 日（日）［開館日数 34 日間］
（２）会　場　　　掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室）
（３）入館料　　 　一般　200 円、中学生以下　無料
（４）入館状況
　

　

２　経緯
　　木下満男氏より、たばこ道具をはじめ、印籠、刀装具、金工品、細密工芸品など約 2,300 点と美
術館建設資金の寄付受け、平成 10 年にオープンした二の丸美術館では、寄贈された木下コレクショ
ンの中でも選りすぐりの美術工芸品を展示する展覧会を毎年開催している。
　　本展覧会では、長年受け継がれてきた日本の伝統的技法や作品の魅力を伝えるため、いろいろ
な視点から鑑賞できるよう新しいアイディアや表現を取り入れている。

３　目的
　　開館 23 年目を迎え、成熟した美術館として、市民の創造的な文化芸術活動を支えるべく、地道
な研究の成果と高度な専門知識に裏付けられた質の高い展覧会を開催する。また細密工芸分野（特
に煙草道具）としても大変貴重である「木下コレクション」をより広く知って頂くとともに、作
品を良好な状態で保存し後世に継承してゆくことを目的とする。
　　　　　　

総入館者数 1,089 人
有料入館者 874 人
無料入館者 215 人
１日平均者数 32 人
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４　体制
　①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市
　②後援　掛川市教育委員会 /静岡新聞社・静岡放送 /中日新聞東海本社

５　参考　添付データ
（１）主な展示作品 
第 1 展示室　漆と金工を主とした工芸品約 30 作品（蒔絵・彫金ほか細密工芸品など）
第２展示室　煙草入れほか印籠・櫛かんざしなどの細密小物（増田氏の寄託資料も含む）
    　　　　　ほか、浮世絵作品パネル等
作品リスト
第 1展示室
日本三景図蒔絵両紙手箱 鉄地金銀象嵌人物図大飾皿
安芸の宮島図蒔絵硯箱 鉄地金銀象嵌武者図対花瓶
松林図平盆 神農図象嵌手箱
竹に鶴図螺鈿蒔絵茶道具入れ 香炉　３品
提げ重　２品 大小張子犬 置物
花唐草図蒔絵手付きたばこ盆 鐔　４品
銅地花鳥図象嵌対花瓶 双鶏図置物　

第 2展示室
煙草入れ（腰差し・一つ提げ・提げ・とんこつ） きせる　各種
懐紙入れ　各種 たばこ盆　６種
印籠　各種 櫛・かんざし・装身具ほか
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　（２）会期中の普及啓発活動
　 チラシ表面（A4  5,000 枚）　　　　　　　　　　  （チラシ裏面）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

　（３）記録写真
　①第１展示室　　　　               ② 第１展示室　　　　　　        ③ 第２展示室ケース内展示
　　

　④ 第２展示室　　　　　　　　  ⑤ 第 1 展示室ケース内展示       ⑥ 第２展示室壁面浮世絵パネル
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②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会６

掛川物語－掛川文化の原点 
松ヶ岡・山﨑家ゆかりの遺品展　－初公開 鷹森家寄贈品を中心に－

１　概要　
　「松ヶ岡」とは、かつて掛川藩の御用商人であった山﨑家の旧宅と屋敷構えの総称であり、明治
11 年（1878）の明治天皇北陸東海御巡幸の際には行在所となるなど、格式高い江戸時代末期の屋
敷構えを残した住宅として歴史的・文化的価値が認められている。また、山﨑家の活躍は多方面
に及び、掛川の発展への尽力はもとより様々な分野の人材を輩出した。
本展では、こうした松ヶ岡（山﨑家）の歴史やゆかりの美術品を「Ⅰ . 松ヶ岡と山﨑家の人々」「Ⅱ . 明
治天皇行在所」「Ⅲ．松ヶ岡ゆかりの美術品と人々」「Ⅳ . 松ヶ岡の建物と庭園」の四章に分け紹介
した。

（１）会　期　　令和 3年 2月 6日（土）～ 3月 14 日（日）［開館日数 35 日間］
（２）会　場　　掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室）
（３）入館料　　一般　200 円、中学生以下　無料
（４）関連イベント　 開会式
　　　　　　　　　　　日　時　令和 3年 2月6日（土）10:00 ～ 10:30（受付 9:30）
　　　　　　　　　　　会　場　二の丸美術館ロビー
　　　　　　　　　　　出席人数　36 名
　　　　　　　　　　　内　容　主催者挨拶、来賓挨拶、館長挨拶。式終了後、内覧会　
（５）入館状況　
　　①会期中入館者数

２　経緯
　　二の丸美術館ではコロナ禍において、掛川市の地域資源を再発見し、まちの魅力を再認識でき
る企画展を試みているが、本展もその一つである。今回取り上げた松ヶ岡は、平成 28 年に掛川市
指定有形文化財に指定されたが、山﨑家の活躍や掛川の発展への尽力も含め、その認知度は高い
とは言えない。そこで、初公開となるゆかりの美術工芸品の展示とともに歴代当主の事績や工事
中の様子をパネルで紹介し、さらに、普段目にすることのできない実際に使用されていた瓦や和
釘も展示し、様々な角度から松ヶ岡（旧山﨑家住宅）を知る機会となることを期待する。

総入館者数 1,403 人

有料入館者数 990 人

無料入館者数 413 人

1 日平均者数 　40.1 人
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３　目的
　　令和元年に浜松市の旧家・鷹森家から掛川市へ寄贈された松ヶ岡ゆかりの美術工芸品を初公開するとと
もに、平成 28 年に掛川市指定有形文化財に指定された松ヶ岡（旧山﨑家住宅）について、市内外の多
くの方に知ってもらうことを目的に企画・開催する。

４　体制
　主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市
　後援　掛川市教育委員会 /静岡新聞社・静岡放送 /中日新聞東海本社

５　参考　添付データ
　（１）主な展示作品 
　　第１展示室　「松ヶ岡と山﨑家の人々」「明治天皇行在所」に関する作品　約 25 点
　　第２展示室　「松ヶ岡ゆかりの美術品と人々」「松ヶ岡の建築と庭園」に関する作品約 25 点
　　壁面　　　　工事中のパネル展示（約 15 枚）

作品リスト
資料または作品名 作者 年代 所有者 備考

Ⅰ．松ヶ岡と山﨑家の人々 　 　

1 「以善堂」扁額 伏原宣明 江戸時代 松ヶ岡蔵 　

2 「晨園記」扁額 松崎慊堂 文化3年（1806） 松ヶ岡蔵 　

3 山﨑知盈画像（その1） 椿椿山 江戸時代 個人蔵 　

4 山﨑知盈画像（その2） 椿椿山 江戸時代 個人蔵 　

5 山﨑知盈画像（その3） 椿椿山 江戸時代 個人蔵 　

6 伝山﨑晨園画像 谷文晁 江戸時代 個人蔵 　

7 三社託宣 （四代）山﨑万右衛門 江戸時代 個人蔵 　

8 晨園書「義人之正路也」 （四代）山﨑万右衛門 文政11年（1828） 松ヶ岡蔵 　

9 晨園書「夫仁者天之尊爵也～」 （四代）山﨑万右衛門 文政11年（1828） 松ヶ岡蔵 　

10 遺家訓 （四代）山﨑万右衛門 江戸時代 個人蔵 　

11 東洲書「晨園」 佐野東洲 江戸時代 松ヶ岡蔵 　

12 牡丹図衝立 村松以弘 江戸時代 松ヶ岡蔵 　

13 秋景山水図 川村雨谷 明治時代 個人蔵 　

14 四季花鳥図屏風 大久保一丘 江戸時代 個人蔵 　

15 掛川誌稿 　 江戸時代 掛川市蔵 山﨑家寄贈品

16 山﨑千三郎肖像画　 筆者不詳 明治 松ヶ岡蔵 　

17 山﨑淳一郎肖像画 筆者不詳 明治 松ヶ岡蔵 　

18 掛川馬車鉄道敷設願 　 明治26年（1893） 掛川市蔵 　

19 掛川鉄道株式会社発起人追加願 　 明治28年（1895） 掛川市蔵 　

20 法被 　 明治 松ヶ岡蔵 　
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Ⅱ．明治天皇行在所 　 　

21 聖蹟指定看板 　 昭和8年（1933） 松ヶ岡蔵 　

22 東京万世橋之真景 揚州周延 明治11年（1878） 個人蔵 　

23 御巡幸御行列幷御供官員附 林喜七 編集出版 明治11年（1878） 個人蔵 　

24 御巡幸供奉一覧 　 明治11年（1878） 個人蔵 　

25 御巡幸御行列図式 邨上松太朗画兼出版 明治11年（1878） 個人蔵 　

26 明治天皇使用風呂桶 　 明治11年（1878） 松ヶ岡蔵 　

27 富峰驟雨図 渡辺崋山 江戸時代 常葉ギャラリー蔵 　

28 扇型大皿 深川忠次 明治年間 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

Ⅲ．松ヶ岡ゆかりの美術品と人々 　 　

Ⅲ-1 鷹森家寄贈品 　 　 　 　

29 竹林七賢図屏風 大岡雲峰 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

30 香爐山縣瀑図 村松以弘 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

31 武陵桃花源図 村松以弘 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

32 玉蘭図 渡辺小華 明治8年（1875） 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

33 蒔絵廣蓋 　 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

34 飯櫃（めしびつ） 　 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

35 秋草蒔絵四つ椀 　 明治頃 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

36 秋草蒔絵四つ椀 　 明治頃 掛川市蔵 池谷家寄贈品

37 秋草蒔絵四つ椀 　 明治頃 掛川市蔵 蜂谷家寄贈品

38 差樽 　 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

39 馬盥（うまだらい） 　 江戸時代 掛川市蔵 鷹森家寄贈品

Ⅲ-2 掛川藩校（教養館）　松崎慊堂・村松以弘 　 　

40 舊松尾藩学制沿革概略 作者不詳 明治 当館蔵 　

41 松崎慊堂遺文（上・下） 　 明治 当館蔵 　

42 瀑布白糸眞圖、不二峰詩（対幅） 松崎慊堂・村松以弘 江戸時代 個人蔵 　

Ⅳ．松ヶ岡の建物と庭園 　 　

43 「偕楽園記」碑拓本 　 明治 松ヶ岡蔵 　

44 棟札（主屋） 　 　 松ヶ岡蔵 　

45 棟札（式台玄関） 　 　 松ヶ岡蔵 　

46 瓦 　 　 松ヶ岡蔵 　

47 杉皮 　 　 松ヶ岡蔵 　

48 鬼板 　 　 松ヶ岡蔵 　

49 土壁 　 　 松ヶ岡蔵 　

50 和釘 　 　 松ヶ岡蔵 　
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●交通案内

●駐車場
大手門駐車場（有料）、掛川城公園駐車場（有料）
美術館横に身障者用駐車場（無料）があります。

JR掛川駅より徒歩10分（掛川城公園内）
東名高速道路 「掛川IC」から車で10分
掛川バイパス 「西郷IC」から車で5分

〒436-0079 静岡県掛川市掛川1142-1
電話 0537（62）2061・FAX. 0537（62）2062

掛川市二の丸美術館 検索

《扇型大皿》

《飯櫃》

《竹林七賢人図屏風》部分

■観覧料：一般 200円（20名以上の団体2割引料金）、中学生まで無料　
※ステンドグラス美術館・掛川城等との共通セット券もあります。
※身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳を所持する方とその介助者1名は無料　
※しずおか子育て優待カード・掛川 得 パスポート利用可

観覧料：一般 200円（20名以上の団体2割引料金）、中学生まで無料　
※ステンドグラス美術館・掛川城等との共通セット券もあります。
※身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳を所持する方とその介助者1名は無料　
※しずおか子育て優待カード・掛川 得 パスポート利用可
■開館時間：9:00～17:00（入館は16:30まで） ■休館日：2月22日［月］、3月8日［月］
■主催：（公財）掛川市文化財団／掛川市　■後援：掛川市教育委員会／静岡新聞社・静岡放送／中日新聞東海本社
開館時間：9:00～17:00（入館は16:30まで） 休館日：2月22日［月］、3月8日［月］
主催：（公財）掛川市文化財団／掛川市　 後援：掛川市教育委員会／静岡新聞社・静岡放送／中日新聞東海本社

2021年2月6日［土］‒3月14日［日］

初公開 鷹森家寄贈品を中心に

松ヶ岡・山﨑家
ゆかりの遺品展

掛
川
文
化
・

教
養
の
原
点

　①チラシ表面（A4　8,000 枚）・ポスター（B2　150 枚）　　　　チラシ裏面

　
　②鑑賞ガイド（B5三つ折り 3,000 部）

　③ビデオガイド
　　新型コロナウイルスの感染リスクを回避するため、対面式で行われる予定だった講演会を中止
し、代替としてビデオ撮影を行い、YouTubeで配信を行った。また、会期中館内のロビーでも流した。

　◆松ヶ岡山﨑家とは（8分）　講師：土屋和男氏（常葉大学造形学部教授）
　◆松ヶ岡・山﨑家ゆかりの美術品（15 分）　講師：日比野秀男（当館館長）
　制作：アヴァンセ

《竹林七賢人図屏風》部分 庭の紅葉

松ヶ岡主屋と中門（左）

中門

「松ヶ岡・山﨑家ゆかりの建築」

「掛川の文化教養の原点・松ヶ岡（山﨑家）」講演会

明治天皇御使用の風呂桶 明治天皇が御宿泊された座敷

《以善堂》 扁額 伏原宣明書

山﨑覚次郎

山﨑千三郎

　「松ヶ岡」とは、かつて掛川藩の御用商人であった山﨑家の旧宅と屋
敷構えの総称です。
　明治11年（1878）の明治天皇北陸東海御巡幸の際には行在所とな
るなど、格式高い江戸時代末期の屋敷構えを残した住宅として歴史的・
文化的価値が認められています。また、山﨑家の活躍は多方面に及び、
掛川の発展への尽力はもとより様 な々分野の人材を輩出しました。

　本展では、「Ⅰ.松ヶ岡と山﨑家の人々」「Ⅱ.明治天皇行在所」「Ⅲ.鷹
森家寄贈品」「Ⅳ.松ヶ岡の建物と庭園」など松ヶ岡ゆかりの遺品を展示
します。
　どうぞ松ヶ岡や山﨑家の歴史を語る素晴らしい美術工芸品を通し、掛
川の歴史と文化の奥深さをご堪能ください。

至掛川バイパス西郷IC

東名高速道路

至東京

至東京至名古屋

至名古屋

掛川西高

掛川IC
JR東海道本線・東海道新幹線

天竜浜名湖鉄道

旧国道1号 生涯学習センター

中央消防署

大日本報徳社

中央図書館

大手門

大手門駐車場
（有料）

天然寺

掛 川 駅

逆川

中部電力 NTT

二の丸茶室

三の丸広場

こだわりっぱ

竹の丸

PP
ステンドグラ

ス
美術館

P

掛川城
天守閣

御
殿

掛川城公園
駐車場（有料）

二の丸
美術館

●ご案内=

●駐車場=大手門駐車場（有料）
掛川城公園駐車場（有料）
美術館横に身障者用駐車場（無料）

JR掛川駅より徒歩10分（掛川城公園内）
東名高速道路 「掛川IC」から車で10分
掛川バイパス 「西郷IC」から車で5分

〒436-0079 静岡県掛川市掛川1142-1
電話 0537（62）2061・FAX. 0537（62）2062

ツイッター

企画展などの情報を
発信しています。
ぜひご覧ください。
（←詳しくはこちら）

ホームページ

Ⅰ． 松ヶ岡と山﨑家の人々
掛川の発展のため、
力を尽くした山﨑家の人 を々紹介。

Ⅱ． 明治天皇行在所
明治11年（1878）、明治天皇が松ヶ岡御宿泊の際の関連資料を展示。

Ⅲ． 鷹森家寄贈品
浜松市の旧家・鷹森家より掛川市へ寄贈された松ヶ岡ゆかりの美術工芸
品を展示。

Ⅳ． 松ヶ岡の建物と庭園
江戸末期の豪商の屋敷構えをほぼそのまま残す松ヶ岡の建築、庭園および
修復工事中の様子をパネルで紹介。

◎次回展覧会のご案内

2021年3月18日〔木〕～31日〔水〕

ねむの木学園のこどもたちと 
宮城まり子美術展

日　時／2021年/2月27日〔土〕　開場13：00　開演13：30
会　場／大日本報徳社　大講堂
聴講料／500円（展覧会観覧券付） ※未就学児入場不可
申　込／1月1５日㈮より電話受付（先着40名）
主　催／掛川市二の丸美術館・静岡県博物館協会

《漆塗り膳》

会期中のイベント

あんざいしょ

春が笛をふくとき （ほんめ つとむ）

講師／土屋和男氏（常葉大学造形学部教授）

講師／日比野秀男（掛川市二の丸美術館館長）

土屋和男
常葉大学造形学部教授、博士（学術）
「近代数寄者の茶会記録に見られる「田舎家」に関する記述」日本建築
学会計画系論文集, 78（687） , 2013ほか
BS朝日『百年名家』等で解説

日比野秀男
掛川市二の丸美術館館長・掛川市ステンドグラス美術館館長
常葉大学名誉教授、博士（美学）
『渡辺崋山―秘められた海防思想―』（平成6年、ペリカン社）　ほか
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（３）記録写真

　① 美術館正面入り口

　⑤第２展示室

　② エントランス後援表示 ③第１展示室

　④ 第１展示室壁側 ⑥第２展示室露出展示

⓶展覧会
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②令和２年度 掛川市二の丸美術館展覧会７
かけがわ茶エンナーレ2021　プレイベント

　ねむの木学園のこどもたちと宮城まり子美術展

１　概要　
　長年にわたり障がい者福祉に尽力され、令和 2年に亡くなられた宮城まり子さんの功績を顕彰す
ることを目的とする展覧会。ねむの木学園の沿革を写真と年表で紹介し、宮城まり子さんの愛用の
品や本人が制作した作品、そして学園のこどもたちの絵画作品を展示し、生前の宮城さんを偲び、
また学園これまでの活動を広く来館者に知っていただく展覧会として開催した。

（1）会　期	 令和 3年 3月 18 日（木）～ 3月 31 日（水）　［開館日数 14 日間］
（2）会　場	 掛川市二の丸美術館（第１展示室・第２展示室、ロビー）
（3）入館料	 一般　200 円、中学生以下　無料
（4）会期中のイベント
　　①開会式　　日　時	 3 月 18 日（木）　10：00 ～ 10：20

　　　　　　　　　場　所	 二の丸美術館　ロビー
　         	 　　出席者	 静岡県知事、掛川市長、掛川市議会議長、ねむの木学園関係者　  87 人
　　　②学園のこどもたちによるコンサート（全 4回）　
　　　　3/23( 火 )、27( 土 )、28( 日 )、31( 水 ) 13:45 ～ 14:15
　（5）入館状況

２　経緯　　かけがわ茶エンナーレの一環の事業として開催するもの。

３　目的
　掛川市の文化芸術の振興に大きく貢献された宮城まり子氏の功績を顕彰するため、亡くなられ
て 1年の節目として、ねむの木学園と連携した特別企画展を開催する。

４　体制
①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）／かけがわ茶エンナーレ実行委員
会／掛川市／社会福祉法人ねむの木福祉会／学校法人ねむの木学園  
②後援　静岡県／掛川市教育委員会／静岡新聞社・静岡放送／中日新聞東海本社／
　毎日新聞静岡支局／静岡朝日テレビ／静岡エフエム放送／はまぞう／掛川市文化協会／掛川の
現代美術研究会（順不同）

総入館者数 3,953 人

有料入館者 2,627 人

無料入館者 1,326 人

1 日平均者数 282 人
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５　参考　添付データ
（1）主な展示作品
　第 1展示室　宮城まり子氏を偲ぶ展示
　第 2展示室　ねむの木学園のこどもたちの作品展示
　ロビー　　　宮城まり子氏の足跡およびねむの木学園の沿革、写真パネルの展示
（2）会期中の普及啓発活動
　①ポスター（B2　200 部）　　　　　  ②チラシ（裏面）（A4　10,000 部）　③割引券（10,000 部）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　④広報誌『文樂里』　　　
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　（３）記録写真
　① 外観		  　　　　　　②美術館入口　			   ③第 1展示室入口

　④第 1展示室	 　　　　　 　⑤第 2展示室			   ⑥ロビー展示

　⑦ロビー　グッズ売場               ⑧開会式 (3/18)　　　　　　　　⑨イベント ( コーラス )　

⓶展覧会
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⓷教育普及活動

③−１ 写生大会2020 ～掛川城公園を描こう～

１　事業概要
　　天守閣やステンドグラス美術館をはじめとする掛川城公園内で、写生大会を実施した。講師には、
山城道也氏 ( 二紀会準会員、日本美術家連盟会員 ) に依頼し、参加者は講師から個別に直接アドバ
イスを受けることができた。
　　新型コロナウイルスの影響の為、例年と違い 10 月に開催した。スケッチ画公募と時期が重なっ
ておりスケッチ画公募にも参加できるように工夫し、2つの事業を連動させ誘客を図った。
　　（1）開催日時　　10 月 24 日（土）9:30 ～ 15:30
　　（2）会　　場　　掛川城公園内
　　（3）参 加 料　　一般　500 円　中学生以下 300 円
　　（4）参加人数　　一般　14 名　中学生以下　38 名

２　経緯
　地域芸術の拠点となるための美術館に教育活動として毎年行っている。画家から直接アドバイ
スを受けることによって絵画に関する技術を高め、芸術文化への高揚を図る。

３　目的
　①掛川城公園内で写生大会を開催し、絵画における技術を高めていただく。
　②掛川城と連携し、参加者に掛川城公園周辺における文化施設の魅力を再発見していただく。

４　体制
　①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）／掛川市
　②後援　掛川市教育委員会／静岡新聞社・静岡放送／中日新聞東海本社

５　参考　添付データ
（1）普及啓発活動
　①チラシA4　　　　　　　　 ②当日配布資料　表　　　　　③当日配布資料　裏
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　（２）記録写真
　①受付　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　②写生風景

　③後援 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　④講評
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⓷教育普及活動

③−２ スケッチ画公募・作品展

１　事業概要
　美術館教育活動の一環として、テーマ「みんなの顔、二の丸美術館、掛川城、動物・花、好きな風景」
に沿ったスケッチ画を募集し、応募者全員の作品を館内ロビー、廊下壁面に展示。また、優秀作
品24点を選出し、表彰式を開催した。本年度は、コロナ禍での開催ということもあり、表彰式はソー
シャルディスタンスの確保のため人数を大幅に削減し、上位の最優秀賞、優秀賞、審査員特別賞、
二の丸美術館館長賞のみ行う。
　（１）公募　8月 30 日 ( 日 ) ～ 10 月 4 日（日）
　　　応募数 672 点（小学生 519 点、中学生 36 点、高校生 95 点、一般 22 点）
　（２）一次審査　10 月 24 日（日）
　　　審査員　山城道也（二紀会準会員・日本美術家連盟会員）
　（３）二次審査　10 月 31 日（日）
　　　審査員　山田英子（掛川市学校教育課 課長）
　　　　　　　中山善文（掛川市文化・スポーツ振興課 課長）
　　　　　　　伊藤賢一朗（資生堂アートハウス 館長）
　　　　　　　青野　馨（ミュージアムサポーター）
　　　　　　　日比野秀男（掛川市二の丸美術館 館長）
　　受賞者

賞 受賞者 学校名 学　年 題　名

最優秀賞
長崎　芹羽 横須賀小学校 2 にわとり、クジャク
菅沼　小晴 大浜中学校 2 白花曼珠沙華
蔵下　晶代 一般 静物（野菜など）

優秀賞
渥美　志音 上内田小学校 4 ともこ先生
山本　珠月 掛川西中学校 3 ライオン
利根川　茂 一般 金魚と蓮の葉

審査員特別賞
植木　望叶 第一小学校 3 セミの孵化
藤岡　佑吏奈 掛川西中学校 1 私の学校の友達
中野　みどり 一般 掛川城

二の丸美術館
館長賞

松浦　未歩 倉真小学校 6 ステンドグラス美術館
山本　美音 大浜中学校 2 私の大切なもの
小鹿　里瑠 横須賀高校 1 花鳥園の花や鳥

資生堂アートハウス賞
千葉　春輝 横須賀小学校 3 花（ホウセンカ）
金原　花林 横須賀高校 2 ハシビロコウとフクロウ

掛川おかみさん会賞
榛葉　京馬 城北小学校 2 みんあの顔
杉浦　はるか 横須賀高校 2 チゴハヤブサ

ミュージアムサポーター賞
中脇　光翼 中央小学校 5 掛川城天守閣
新堀　寧々 掛川西高校 1 帰路

静岡新聞社・
静岡放送賞

出羽　卯生子 掛川第二小学校 6 ヒマワリを見つめるカワラヒワ
福谷　優 一般 公園にある藤の木

中日新聞
東海本社賞

利根川　楓 中央小学校 4 花鳥園のフクロウ
永谷　浩風 横須賀高校 1 掛川駅（東海道本線ホーム）

静岡朝日テレビ賞
橋下　嘉乃 西山口小学校 3 花
小川　心暖 横須賀高校 2 掛川花鳥園のオニオオハシ
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　（４）展　示　11 月 20 日（金）～ 12 月 20 日（日）　　会場　掛川市二の丸美術館 ロビー
　（５）表彰式　11 月 21 日（土）　会場　大日本報徳社

２　経緯
　平成 22 年に美術館教育活動の一環として始まった本講座は、テーマに沿ったスケッチ画を募集
し、応募者全員の作品を館内ロビーなどに展示している。優秀作品を表彰することで創作意欲の
高まりと、作品展示を通じて地域に密着した親しみやすい展覧会として多くの方に美術館に足を
運んでいただくことを目的とし毎年開催している。

３　目的
①絵画の初歩であるスケッチ画を募集し、市民に創作活動への参加を促す。
②応募いただいた作品を展示することで、出品者や家族等が美術館との繋がりをもち身近に感じ
てもらう。

４　体制
　①主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）／掛川市
　②後援　掛川市教育委員会／静岡新聞社・静岡放送／中日新聞東海本社／静岡朝日テレビ
　③協力　資生堂アートハウス／掛川おかみさん会

５　参考　添付データ
　（１）普及啓発活動
　①チラシA4　表　　　②チラシA4　裏　　　　　　　　 ④表彰式 次第　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表彰式 次第 裏

　③広報誌『文樂里』
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　（２）記録写真
　①展示ロビー　　　　　　　　　②展示ロビー　　　　　　　　　③表彰式

　④表彰式　　　　　　　　　　　⑤表彰式　　　　　　　　　　　⑥後援名義表示

⓷教育普及活動
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令和２年度 掛川市二の丸美術館・掛川市ステンドグラス美術館 講座等事業
③−３ 展覧会関連講座

「松ヶ岡・山﨑家ゆかりの建築と美術」

１　概要　
　２月６日（土）から３月 14 日（日）の間、二の丸美術館展示室では「松ヶ岡・山﨑家ゆかりの遺品展」
を開催し、明治天皇が松ヶ岡に宿泊された際の関連資料や、浜松市の旧家・鷹森家より掛川市へ
寄贈された松ヶ岡ゆかりの美術工芸品などが展示。それに伴い、展覧会の理解を深め、より楽し
んでいただくための関連講座を開催した。
　当初２月 27 日（土）対面式で行われる予定だった展覧会関連講座「松ヶ岡・山﨑家ゆかりの建
築と美術」は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とし、代わりに一部内容を変更して
WEB配信する形式に変更した。
　常葉大学教授 土屋 和男 氏から松ヶ岡・山﨑家ゆかりの建築をテーマに、日本建築のデザイン
史からみた「松ヶ岡の建築」について解説をしていただいた。
また、日比野秀男（掛川市二の丸美術館 館長）より展覧会「松ヶ岡・山﨑家ゆかりの遺品展」の
みどころを紹介する動画も合わせて配信した。
　（１）配信期間　令和 3年 2月 25 日（木）～ 3月 14 日（日）
　（２）公開場所　二の丸美術館公式ホームページ
　（３）閲 覧 料　無料
　（４）講　　師　①松ヶ岡　山崎家ゆかりの建築 　（8分 22 秒）
　　　　　　　　　 土屋　和男　常葉大学造形学部教授　博士（学術）
　　　　　　　　 ②松ヶ岡　山﨑家ゆかりの遺品展　見どころ紹介 (15 分 33 秒 )
　　　　　　　　　　日比野秀男　掛川市二の丸美術館・掛川市ステンドグラス美術館館長
　　　　　　　　　　常葉大学名誉教授　博士（美学）
　（５）視聴回数

２　経緯　　
　松ヶ岡とは旧山﨑家住宅のことで、掛川藩の藩校が開かれ、現在は掛川市指定文化財建造物と
なっている。掛川藩の藩校では、武士の子だけでなく、商人・農民の子も学ぶことができ、その
藩校の名が「教養館」であった。日本で初めて「教養」という言葉が使われた。
　令和 2年 9月から大規模修復工事が始まり、解体調査が進んだことにより新たな発見などがあっ
たため、その工事の状況と成果を含め貴重な資料や松ヶ岡にまつわる美術品を専門家の視点で解
説していただく。

①松ヶ岡とは 129 回

②展覧会見どころ 94 回

計 223 回
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３　目的　　 
　歴史文化ゾーンに所在する美術館として松ヶ岡等の近隣文化施設と連携し歴史文化遺産への関
心を高めてもらうと共に、展覧会「掛川物語―掛川文化の原点―松ヶ岡・山﨑家ゆかりの遺品展」
の関連講座として、松ヶ岡・山﨑家の建築・掛川藩校の調査に携わる講師に解説をお願いし、展
覧会の情報発信および利用促進につなげる。

４　体制
主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）/掛川市 /静岡県博物館協会

５　参考　添付データ
　（１）普及啓発活動
　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②文樂里２- ３月号

　（２）記録写真
　①全体打ち合わせ

　④解説動画「展覧会の見どころ」

②第１部打ち合わせ ③第２部打ち合わせ

⓷教育普及活動

松ヶ岡主屋と中門（左）

「松ヶ岡・山﨑家ゆかりの建築」

「掛川の文化教養の原点・松ヶ岡（山﨑家）」講演会

日　時／2021年/2月27日〔土〕　開場13：00　開演13：30
会　場／大日本報徳社　大講堂
聴講料／500円（展覧会観覧券付） ※未就学児入場不可
申　込／1月1５日㈮より電話受付（先着40名）
主　催／掛川市二の丸美術館・静岡県博物館協会

会期中のイベント

講師／土屋和男氏（常葉大学造形学部教授）

講師／日比野秀男（掛川市二の丸美術館館長）

土屋和男
常葉大学造形学部教授、博士（学術）
「近代数寄者の茶会記録に見られる「田舎家」に関する記述」日本建築
学会計画系論文集, 78（687） , 2013ほか
BS朝日『百年名家』等で解説

日比野秀男
掛川市二の丸美術館館長・掛川市ステンドグラス美術館館長
常葉大学名誉教授、博士（美学）
『渡辺崋山―秘められた海防思想―』（平成6年、ペリカン社）　ほか



38

⓷教育普及活動

令和２年度 掛川市二の丸美術館・掛川市ステンドグラス美術館講座等事業

③−４ 小中学校美術主任者研修
「掛川物語　掛川文化の原点　松ヶ岡・山﨑家ゆかりの遺品展

―初公開、鷹森家寄贈品を中心に―」

１　概要　
　掛川市内小・中学校の図工美術主任者の先生を対象に実施する解説仕様の研修会。今回は、掛
川の歴史の原点でもある松ケ岡展に関する講話を主題とした。地元である掛川の歴史を知ること
で、学校での社会科や歴史の授業に役立てて頂く。
※本年度はコロナウィルス感染予防のため外部講師を招待せず、当館館長が規模を縮小し実施
した。

　（１）開催日時　令和 3年 2月 9日 ( 火 )　15:00 ～ 16:30　　　
　（２）会　　場　掛川市二の丸美術館　ロビー
　（３）講　　師　日比野秀男 ( 掛川市二の丸美術館館長 )
　（４）参加者数

　
２　経緯
　地域芸術の拠点となるための美術館に教育活動として毎年行っている。美術館学芸員および専門講
師から直接アドバイスを受けることによって美術館に関する知識を深め、芸術文化への高揚を図る。

３　目的
①松ヶ岡ゆかりの展覧会は、地元である掛川の歴史を知ることができ、学校での社会科や歴史の
授業を更に奥深く学ぶことを知っていただく。
②美術館の展覧会にも足を運んで頂き、本展覧会の魅力のみならず美術館をより身近な存在とし
て活用してもらう。
③二の丸美術館とステンドグラス美術館の作品をご紹介するとともに、美術館で展開するイベン
トや事業も合わせてご紹介し、広く教育現場で活用して頂く。

４　体制
　主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）／掛川市

５　参考　添付データ
　①開会あいさつ　　　　　　　　②講話風景　　　　　　　　　　③講話風景２

定員 31 名
受講者数 19 名
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⓸体験講座

④ ステンドグラス美術館　体験講座

１　概要
　グリザイユによる絵付けでステンドグラスを仕上げる「古典技法」。この技法を分かりやすく小
学生から大人まで体験できる仕様にした企画がこの講座。
3日間かけて作品を仕上げる一般講座と、小学生対象の夏休み講座、学校事業の一環である出前講
座の 3講座。

　（１）一般向け （実施回数　１回）
ステンドグラスを絵付けから焼成・組立て・ハンダ付け仕上げまでを古典技法で３日間をかけ
制作した。ガラスはフランス製のアンティークガラス、使用する筆も専用のものを利用し、本
格的なステンドグラスの制法技術を学んだ。
①開催日時　11/21（土）・22（日）・23（月）　午前の部９：00～12：00　午後の部13：00～16：00

　　　　　　　　※ 3月（3/6・7・8）の講座は、コロナウイルス対応により中止
②会　　場　掛川市竹の丸内ギャラリー
③受 講 料　6,000 円
④講　　師　志田政人・草間幸子
⑤参加人数　一般（中学生以上） 23 名							     

　（２）出前講座　（実施回数　２回）							     
絵付けによるステンドグラス体験講座。4枚の色ガラスを選択し、そのうち 1枚に絵付けを施す。
特別支援学級のため焼成は行わない。後日、こちらで焼成・組立後、学校に受け渡した。仕上がっ
た作品 7枚は、ひかりのオブジェ展に出展した。
①開催日時　10/9（金）午前 9時～正午
②会　　場　掛川市立原谷小学校
③受 講 料　無料
④講　　師　志田政人・草間幸子・布施英憲
⑤参加人数　特別支援学級 7人（原野谷中学の生徒 1名含む）

　原田小学校は、昨年に引き続き今年 2回目の講座開催となった。1日目は、4枚のガラスを選
択しそのうち 1枚に絵付けを施した。２日目は、焼きあがったガラスをハンダ付けして組立、
仕上げた。
①開催日時　12/9（水）・16（水） ９時～正午
②会　　場　掛川市立原田小学校
③受 講 料　無料
④講　　師　志田政人・草間幸子・布施英憲
⑤参加人数　4年生 8人
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２　経緯
　ステンドグラス体験講座は、2015 年のステンドグラス美術館開館時より基本構想のひとつで
あった。歴史あるステンドグラスを、またその原点でもある古典技法を多くの方に体験して頂
けるよう、年間何回かに分けて企画してきた。令和 2年度は体験講座を開催して 7年目の開催
となる。

３　目的
　古典技法による本来のステンドグラス制作をより多くの方に体験して頂き、ステンドグラス
の長い歴史とともに自身の作品を作ることの喜びや意義を感じて頂くのが目的。
またこの講座に参加することで、ステンドグラスに興味を持って頂き、ここ掛川でこのような
体験ができることを、参加者に広く告知して頂ければさらなる発展が望める。

４　体制
　　主催　公益財団法人掛川市文化財団（掛川市二の丸美術館）／掛川市

５　参考　添付データ
　　原谷小学校 特別支援学級 制作の様子

⓸体験講座
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⑤    調　査　研　究

１　館蔵資料保存 ･ 整理の状況
　（１） 資料の収集
　　　令和 2年度末までに収集した資料は、3,468 点にのぼる。
　　　二の丸美術館では、美術資料とともに歴史資料の収集も行っており、所蔵資料の範囲は多岐
にわたる。資料の一層の充実をめざして、今後とも継続 ･計画的な資料収集を行う。

　（２） 資料の範囲 ･ 方針
　　　 収集に当たっての基本的方針は次のとおりである。
　　　　 ◯　掛川市出身作家および掛川市ゆかりの作品
　　　　 ◯　たばこ及びたばこ道具、細密工芸品に関する資料、作品
　　　　 ◯　掛川城 ･高天神城 ･横須賀城に関する資料
　　　　 ◯　掛川宿、日坂宿に関する資料
　　　　 ◯　その他
　　　 資料の収集方法は、寄贈の受け入れ、購入、寄託の受け入れなどである。

　（３） 資料の管理
　　　展示や研究などの美術館活動の基本となる資料は、市民の財産として永く後世に伝えなけれ
ばならないが、一方では常に活用できるような状態にしておくことも必要である。

　（４） 資料の保存
　　　年間を通じて温湿度を一定に保った収蔵庫を 2ヶ所設置し、一方では絵画を、もう一方では
工芸品を収納し、それぞれの材質に適した空調を行っている。

　　　光や温湿度の変化に注意を要する資料は、収蔵庫から出す期間をできるだけ短くし、外部環
境からの影響をできるだけ小さくするようにしている。また、害虫やカビの発生を防止するため、
毎年収蔵庫の燻蒸を行っている。

　（５） 資料の修復
　　　収蔵資料で汚損や劣化が激しいものは、専門家による修復を行っている。

　（６） 資料の分布
　　　収蔵品の中核となる木下コレクションは、総数 2,300 点余りと膨大な量で、内容もたばこ道具、
刀装具、櫛、笄、印籠など多岐にわたり、現在も整理を行っている。

　　　コレクションのうち、約 800 点がたばこ入れであるが、たばこ入れは染色 ･漆芸 ･金工 ･皮
革など様々な技法を用いているので新たな分類方法が必要となった。そのため独自の分類方法
を試みている。

⓹調査研究
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２　資料貸出

新収蔵品資料

No 資料名／作者 数 制作年 形態等 寸法 （㎝ ) 備考

1 《源平合戦図屏風》 1 江戸時代
後期 紙本着色六曲一双 外寸169.5×379.8 寄贈

2 《百人一首色紙貼交屏風》 1 1700年
前後 紙本墨書・六曲一双 外寸136.5×294.6 寄贈

3 《君子必慎其独也》伊佐如是 1 明治18 
（1885）年 紙本墨書・軸装 128.6×62.0 寄贈

4 《身体髪膚受父母不敢毀傷孝之始也》
太田 竹城 1 不明 紙本墨書・軸装 138.2×30.0 寄贈

5 《亀鶴年寿》太田 竹城 1 不明 紙本墨書・軸装 126.9×55.9 寄贈

6 《秋の夕》川合 改次郎 1 不明 油彩・キャンバス 32.0×41.0 寄贈

7 《夕陽》川合 改次郎 1 昭和11  
（1936 ）年 油彩・板 24.0×33.0 寄贈

No. 資料名 作者 用途 利用期間 貸出先 展覧会名等

1 白糸瀑図（村松以弘）
ポジフィルム - 貸出 4/8（水）～

6/30（火） 静岡市美術館
「東海道の美 駿河への旅」展覧会図
録掲載
　※コロナにより展覧会は開催延期

2 白糸瀑図 村松以弘 貸出

5/29（金）～
8/19（水） 平野美術館 「富士へのあこがれ」

6/13（土）～8/10（月）
3 富嶽図 大久保一丘 貸出

4 富士遠望図 大久保一丘 貸出

5 過眼掌記（椿椿山）
作品画像データ - 貸出 - 田原市博物館 田原市博物館研究紀要

第9号掲載

6 白糸瀑図（村松以弘） 
画像データ - 貸出 - 静岡新聞社 静岡新聞「美しい富士山をいつまでも」

（R2.8.23）掲載

7 高天神城パネル 当館作成 貸出 9/10（木）～11/17
（火）

掛川市吉岡彌生
記念館

「高天神城展」
（9/15～11/15）展示

8 新形意匠煙管圖案帳 - 閲覧
撮影 10/18（日） ㈱柘製作所 「村田煙管の形状研究」研究発表

9 岡田良一郎自画像（寄託） 黒田清輝 閲覧
撮影 11/10（火） 大日本報徳社 『報徳』（令和3年新年号）掲載

10 東京オリンピック関連
パネル14点 当館作成 貸出 12/15（火）～

R3.2/12（金） 大東北公民館 大東北公民館まつり（R3.1/30・31・2/6・
7）展示

11 高天神城関連パネル2点 当館作成 貸出 R3.1/15（金）～
3/26（金） 大東北公民館 大東北公民館まつり（R3.1/30・31・2/6・

7）展示

12 将棋盤・駒 一式 貸出 R3.1/8（金）～
1/12（火） 掛川市 第70期将棋王将戦使用

13 《董法山水図》ポジフィルム
掲載
利用 - -

『無形文化遺産（工芸技術）の伝承に
関する研究報告書Ⅲ 絹織製作技術』
（東京文化財研究所無形文化遺産
部編.2021年発行）掲載

書画
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⓹調査研究

No 資料名／作者 数 制作年 形態等 修復内容

1 《西洋人物図》山本芳翠 1 明治20～30年頃 絹本着色　 額の補修、黄袋付き指し箱作成

2 《巻狩の図》作者不詳 1 江戸時代 紙本着彩 額アクリルセット

3 《富嶽図》大久保一丘 1 天保9（1838）年 絹本金地着色 額作成

4 《亀図》西尾忠受 1 嘉永6（1853）年 絹本墨画 表具新調

5 《柿本人麻呂像幷和歌》 1 江戸時代中頃　　　　絹本墨画淡彩

横折れの補修6 《太田備後守資始の書》 1 江戸時代 紙本墨書

7 《太田備後守資言の書》 1 江戸時代 紙本墨書

8 《春の海》大津 英敏 1 油彩・キャンバス 額アクリル交換

9 《婦人像》寺島 龍一 1 油彩・キャンバス

額アクリル交換、クリーニング

10 《人物（2人)》国領 経郎 1 油彩・キャンバス

11 《黒川能》森田 茂 1 油彩・キャンバス

12 《牧神》福沢 一郎 1 油彩・キャンバス

13 《黎明》中畑 艸人 1 油彩・キャンバス

14 《海の旅人(帆船)》鈴木 政輝 1 油彩・キャンバス

15 《北国の春》小林 和作 1 油彩・キャンバス

16 《炎々》絹谷 幸二 1 フレスコ画・キャ
ンバス

17 《阿蘇山 初夏の阿蘇山》田崎 広助 1 油彩・キャンバス

18 《富士》渡辺 ムサシ 1 刻画、油絵ニー
ドル技法

19 《薬師寺の朝》清水 規 1 紙本着彩

20 《新雪 晴る大和》後藤 純男 1 紙本着彩

21 《少女》嶋根 幸延 1 油彩・キャンバス

22 《青いショール》稲垣 考二 1 油彩・キャンバス

23 《壺を持つ少女》栗原 喜依子 1 油彩・キャンバス

24 《夏が来た》高塚 省吾 1 ドローイング・パス
テル・紙

25 《散策》アンドレ・ボーシャン 1 油彩・キャンバス

26 《水浴》ジャン・ジャック・エンネル 1 油彩・キャンバス

27 《風景》デビット・フルトン 1 油彩・キャンバス

28 《白鳥と若い４人の貴婦人》ルイ・イカール 1 油彩・板

資料修復

No 資料名 数 制作年 材質・意匠 備考

1 櫛 9

江戸～大正

金・銀・鼈甲・象牙・螺鈿・蒔絵等 購入

2 簪・笄 141 金・銀・真鍮・鼈甲・珊瑚・貝等 購入

3 煙草道具 3 象牙、銀 購入

4 懐紙入れ、花鎖 2 布に玉縫い刺繍、銀 購入

工芸
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⑥    管　理　運　営

１　入館者数統計
　（1）年度別入館者数
　①二の丸美術館

年度 開館
日数

有料入館者数 無料入館者数

計 １日
平均美術館のみ 美術館・

掛川城セット
美術館・
ステンドセット

美術館・
掛川城・
ステンドセット

周遊券
大人 小人

大人 小人 大人 小人 団体 大人 団体 大人 団体 大人 団体

H10 276 8,039 480 26,820 2,194 - - - - - - - 12,978 2,319 52,830 191

11 270 6,752 281 24,342 1,612 - - - - - - - 2,887 1,052 36,926 137

12 273 6,473 159 22,125 1,500 - - - - - - - 3,467 1,451 35,175 129

13 275 5,110 98 22,395 1,483 - - - - - - - 2,994 1,302 33,382 121

14 277 5,266 107 19,846 1,477 - - - - - - - 7,103 1,456 35,255 127

15 273 4,553 110 21,520 1,405 - - - - - - - 5,953 1,512 35,053 128

16 268 3,967 462 20,926 1,684 - - - - - - - 9,496 2,921 39,456 147

17 280 4,611 79 35,706 1,553 - - - - - - - 17,888 4,237 64,074 229

18 304 5,864 145 81,054 2,739 - - - - - - - 19,092 3,762 112,656 371

19 270 3,428 101 20,368 1,208 - - - - - - - 13,502 3,093 41,700 154

20 269 5,798 104 23,275 1,572 - - - - - - - 5,140 1,181 37,070 138

21 267 4,597 107 20,743 1,176 - - - - - - - 5,437 1,332 33,392 125

22 268 3,105 82 17,596 617 - - - - - - - 5,294 2,313 29,007 108

23 268 2,703 82 19,084 1,526 - - - - - - - 4,163 1,183 28,741 107

24 276 2,538 52 17,160 1,324 - - - - - - - 4,740 1,062 26,876 97

25 273 2,711 68 13,720 727 - - - - - - - 4,261 1,639 23,126 85

26 272 2,602 35 7,408 467 - - - - - - - 4,068 1,277 15,857 58

27 270 4,112 - 3,871 - 883 2,479 208 2,641 574 - - 5,511 3,231 23,510 87

28 289 5,431 - 2,775 - 545 1,182 515 2,237 794 - - 4,766 3,467 21,712 75

29 285 8,906 - 3,976 - 755 794 428 2,795 850 18 0 5,445 4,282 28,249 99

30 307 6,892 - 3,689 - 825 710 388 2,267 1,284 370 252 6,022 5,070 27,769 90

R1 283 6,063 - 2,292 - 509 570 254 1,950 708 550 170 6,495 4,361 23,922 85

2 256 7,891 - 394 - 172 335 142 432 177 72 31 4,271 2,501 16,418 64

累計 6,349 117,412 2,552 431,085 24,264 3,689 6,070 1,935 12,322 4,387 1,010 453 160,973 56,004 822,156 129
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　②ステンドグラス美術館

　（2）令和２年度月別入館者数
　①二の丸美術館

⓺管理運営

月 開館
日数

有料入館者数 無料入館者数

計 １日
平均

美術館
のみ

美術館・
掛川城セット

美術館・
ステンドセット

美術館・
掛川城・
ステンドセット

周遊券
大人 小人

大人 大人 団体 大人 団体 大人 団体 大人 団体

H27 258 28,662 4,751 1,630 2,537 260 2,677 588 - - 4,858 6,247 52,210 202

28 323 15,809 3,498 1,280 1,187 520 2,216 766 - - 3,121 5,419 33,816 104

29 314 10,791 3,417 1,259 767 428 2,807 846 18 0 4,155 5,517 30,005 96

30 359 10,306 3,355 1,134 700 392 2,280 1,288 370 252 2,393 4,917 27,387 76

R1 326 8,607 2,519 1,015 567 254 1,951 718 550 170 2,424 3,919 22,694 70

2 285 8,008 459 206 322 142 434 179 72 31 972 2,681 13,506 47

累計 1,865 82,183 17,999 6,524 6,080 1,996 12,365 4,385 1,010 453 17,923 28,700 179,618 96

年度 開館
日数

有料入館者数 無料入館者数

計 １日
平均

美術館
のみ

美術館・
掛川城セット

美術館・
ステンドセット

美術館・
掛川城・
ステンドセット

周遊券
大人 小人

大人 大人 団体 大人 団体 大人 団体 大人 団体

４月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6月 28 283 11 2 36 26 27 15 7 4 81 84 576 21

7月 20 370 40 9 55 15 46 34 3 2 90 133 797 40

8月 28 534 27 9 33 30 36 20 12 2 71 231 1,005 36

9月 28 909 39 106 65 21 73 33 13 6 144 279 1,688 60

10月 25 929 56 6 31 18 46 24 9 1 150 115 1,385 55

11月 25 952 32 18 18 8 37 11 6 0 1,246 319 2,647 106

12月 24 420 17 0 3 0 12 6 5 0 1,377 557 2,397 100

1月 29 304 28 9 21 7 29 9 1 3 70 86 567 20

2月 22 564 34 0 13 3 25 2 3 9 165 114 932 42

3月 27 2,626 110 13 60 14 101 23 13 4 877 583 4,424 164

合計 256 7,891 394 172 335 142 432 177 72 31 4,271 2,501 16,418 64
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　②ステンドグラス美術館

　（３）二の丸美術館展覧会 会期別入館者数 

展覧会名 蒔絵・彫金・
細密工芸品

掛川の
歴史と美

近代
日本画展

市民芸術祭
昔のくらし

寿ぎの
日本美

掛川物語
ゆかりの
遺品展

ねむの木
学園展 元年度

計
開催期間 6/1-7/12 7/23-10/11 10/17-

11/15
11/20-
12/20 12/26-1/31 2/6-3/14 3/18-3/31

開催日数 40 75 29 29 34 35 14 256

有
料

個
人

美術館のみ 219 705 490 0 185 588 1,928 4,115

美割 115 570 228 0 141 153 125 1,332

美術館・掛川城 18 116 61 10 45 57 87 394

美術館・ステンド
　(ＯＫワーク) 79 120 39 0 24 18 55 335

美術館・掛川城・
ステンドグラス 41 158 61 5 41 41 85 432

周遊券 7 32 11 0 6 9 7 72

個人計 479 1,701 890 15 442 866 2,287 6,680

団
体

美術館
(市町村含む) 39 127 61 0 30 62 150 469

美術館・掛川城 5 123 22 0 9 4 9 172

美術館・ステンド 32 71 15 0 7 3 14 142

美術館・掛川城・
ステンドグラス 30 78 29 0 15 2 23 177

月 開館
日数

有料入館者数 無料入館者数

計 １日
平均

美術館
のみ

美術館・掛川城
セット

美術館・
ステンドセット

美術館・
掛川城・
ステンドセット

周遊券
大人 小人

大人 大人 団体 大人 団体 大人 団体 大人 団体

４月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

６月 28 432 9 5 36 26 27 15 7 4 77 118 756 27

７月 29 556 34 23 51 15 46 34 3 2 93 223 1,080 37

８月 29 708 57 22 30 30 36 20 12 2 76 271 1,264 44

９月 28 1074 69 36 64 21 73 33 13 6 140 341 1,870 67

１０月 29 1106 72 49 31 18 46 24 9 1 150 358 1,864 64

１１月 28 1287 73 27 18 8 35 11 6 0 138 378 1,981 71

１２月 29 864 43 9 3 0 14 6 5 0 76 324 1,344 46

１月 29 420 13 2 19 7 29 9 1 3 46 96 645 22

２月 26 582 30 11 13 3 25 2 3 9 78 260 1,016 39

３月 30 979 59 22 57 14 103 25 13 4 98 312 1,686 56

計 285 8,008 459 206 322 142 434 179 72 31 972 2,681 13,506 47
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有
料

団
体

周遊券 6 9 0 0 3 9 4 31

まる得パスポート 41 442 123 118 90 40 67 921

親子鑑賞券 0 7 0 0 0 0 0 7

じゃらん 0 0 2 4 0 0 0 6

団体計 153 857 556 504 432 124 340 2,966

有料計 632 2,558 1,446 519 874 990 2,627 9,646

無
料

一般無料入館者 0 0 0 2,530 0 0 0 2,530

中学生以下 144 612 180 736 132 154 543 2,501

減免(引率者等) 34 59 5 0 13 35 112 258

減免(身障者) 67 217 110 0 47 103 301 845

招 待 状 26 58 40 0 23 121 370 638

無料計 271 946 335 3,266 215 413 1,326 6,772

合計 903 3,504 1,781 3,785 1,089 1,403 3,953 16,418

1日平均 23 47 61 130 32 40 282 64

入館券売上（円） 98,110 371,340 206,290 44,660 111,400 171,280 472,850 1,475,930

　（４）ステンドグラス美術館 体験講座（掛川市受託事業）参加者数

講座名 会場 大人 中学生 小学生 計 回数

作品の解説 ステンドグラス美術館 － － － － 　

一般体験講座（11月） 竹の丸ギャラリー 23 0 0 23 6

一般体験講座（３月） 竹の丸ギャラリー 中止

計 23 0 0 23 6

小学生体験講座（小学生） 文化会館シオーネ 中止

小学生体験講座（小学生） 竹の丸ギャラリー 中止

計 0 0 0 0 0

学校連携体験講座（原田小） 原田小学校 0 0 8 8 2

学校連携体験講座
（原野谷学園　特別支援学級） 原田小学校 0 1 6 7 4

ちょこっと体験 ステンドグラス美術館 中止

監修(学芸員相談アドバイス) 電話・メール等 － － － － 通年

合計 23 1 14 38 12

⓺管理運営
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2　組織・決算
　（１）機　構 （令和３年３月 31 日現在）

館長　　　　　　　　副館長　　　　　　　主幹　　　　　学芸員３人
（非常勤職員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（非常勤職員１人含む）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常勤事務職員１人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　非常勤事務職員５人

　（２）美術館協議会委員　任期 2年　　　平成 31 年 4 月 1 日～令和 3年 3月 31 日

氏　名 職　業　等

堀澤光栄  前姫路市書写の里・美術工芸館館長
眞家恵子  資生堂アートハウス館長（～R１. １２月）
伊藤賢一朗  資生堂アートハウス館長（R２. １月～）
石田伸吾 （株）静岡新聞社・静岡放送 ( 株 ) 浜松総局長
太田和良  掛川市教育委員・掛川市文化協会会長
鈴木政昭  掛川市立原谷中学校校長（～R２. ３月）
城下俊介  掛川市立城東中学校校長（R２. ４月～）
日沢真紀  大須賀第一地区まちづくり協議会
粂田京子  静岡県書道連盟
石津たつ子  掛川の現代美術研究会役員
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      　（２）　令和２年度決算

　　　　●市決算
収入　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

●二の丸美術館決算
収入　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

●ステンドグラス美術館決算
収入　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支出　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支出　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

支出　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

区　分 金　額
美術館費雑入 262

計 262

区　分 金　額
指定管理料 57,400
入館料 1,476
物販手数料 25
講座受講料 14
助成金 1148

計 60,064

区　分 金　額
指定管理料 20,650
入館料 4,067
物販手数料
講座受講料 0
助成金 1,207

計 25,924

区　分 金　額
美術館協議会運営費 78,050
美術館運営費 3,232
二の丸美術館管理費 2,446

計 83,728

区　分 金　額
人件費 32,779
管理費 13,925
事務費 6,381
講座等 259
展覧会 6,720

計 60,064

区　分 金　額
人件費 19,556
管理費 2,012
事務費 4,356

計 25,924

⓺管理運営

※助成金　持続化給付金、雇用調整金、県博物館助成
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⓺管理運営

3　令和２年度  美術館協議会

【第１回】　書面決議
　　　　　　【議題】
　　　　　　　①令和２年度の美術館協議会での意見の対応状況ついて
　　　　　　　②令和２年度上半期の事業報告について
　　　　　　　③令和２年度下半期の事業計画について

【第２回】　書面決議
　　　　　　【議題】
　　　　　　　①令和２年度下半期事業報告について
　　　　　　　②令和３年度二の丸美術館展覧会について
　　　　　　　③令和３年度二の丸美術館・ステンドグラス美術館講座等事業について
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け
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
遺
構
が
現
在
の
掛
川
に
お
い
て
は
「
北
門
」

な
ど
と
い
う
地
名
に
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。「
北
門
書
院
」
と
い
え

ば
、
北
門
の
近
く
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
な
ど
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
幕
末
、

千
葉
に
転
封
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
千
葉
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
、
文
化
そ
の
も
の
の
移
転
あ
る
い
は
、
元
あ
っ
た
場
所
の
文
化
の
廃
滅

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

む
か
し
の
文
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
明
確
に
し
て
ゆ
く

作
業
は
小
さ
な
子
供
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
そ
こ
に
住
む
人
々
の
誇
り
を
抱
か
せ

る
こ
と
で
あ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・
・
・
・
・
自
分
は
ど
こ
か
ら
き
て
ど
こ

へ
行
く
の
か
、
そ
の
問
い
に
一
つ
の
答
え
を
用
意
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

支
え
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

歴
史
や
文
化
の
発
掘
は
古
き
よ
き
も
の
を
探
る
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
未
来
に
生

き
る
人
々
の
財
産
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
人
間
形
成
の
大
き
な
基
本
と
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　

個
人
的
な
経
験
の
話
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
ず
い
ぶ
ん
以
前
、
一
か
月
ほ
ど
ア
メ
リ

カ
の
十
一
都
市
、
二
十
館
ほ
ど
の
美
術
館
を
見
て
回
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
大
規
模

か
ら
中
小
規
模
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
の
す
ご
さ
を
つ
く
づ
く
感

じ
た
。
そ
の
時
、
あ
れ
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
美
術
館
を
訪
れ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
美
術
館

前
の
広
場
で
、
こ
こ
は
、
映
画
「
ラ
ン
ボ
ー
」
で
再
起
の
始
ま
り
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
出
し
て
美
術
館
の
中
に
入
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
展
示
室
に

は
い
っ
た
と
き
、
お
ど
ろ
い
て
し
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
絵
画
な
ら
ば
絵
画
だ
け
と
い

う
展
示
室
で
は
な
く
、
あ
る
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
居
室
の
一
室
、
王
族
の
一
室
を

再
現
し
た
展
示
室
と
な
っ
て
い
た
。

　

豪
華
な
調
度
品
に
あ
ふ
れ
た
部
屋
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
画
が
掛
け
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
居
室
に
掛
け
る
調
度
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
油
絵
が
当
時
の
ま

ま
の
部
屋
に
展
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
最
上
階
の
体
育
館
の
よ
う
な

大
空
間
に
日
本
の
お
寺
の
建
物
の
一
部
を
そ
の
ま
ま
再
現
し
、
竹
ま
で
植
え
て
あ
っ

た
。

　

こ
れ
ら
の
展
示
を
見
た
と
き
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の
浅
さ
と
い
う
も
の
を
逆
に
感

じ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
が
描
か
れ
た
と
き
、
ア

メ
リ
カ
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
お
寺
の
お
堂
が
建
て
ら
れ
た
時
も

同
様
で
あ
る
。
歴
史
と
文
化
へ
の
強
い
憧
憬
を
感
じ
た
。

　

美
術
館
の
様
々
な
活
動
が
現
在
の
人
々
に
楽
し
み
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
未
来

の
人
々
の
た
め
の
財
産
を
作
る
作
業
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
は
両
手
で
持
て
る
数
十
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な
写
本
に

過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
時
代
的
に
は
、
た
か
だ
か
、
今
か
ら
一
五
〇
年
位
前
の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
あ
る
情
報
は
、
今
日
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
様
々
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
宝
の
玉
手
箱
で
あ
る
。
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⓬
、
生
徒
概
数

　

⓭
、
束
脩
謝
儀

　

⓮
、
学
館
経
費
用

　

⓯
、
藩
主
學

　

⓰
、
祭
儀

　

⓱
、
学
館
構
造
概
略

　

⓲
、
学
館
蔵
物

　
第
４
部　
『
舊
松
尾
藩
学
館
事
略
』

　
　

第
４
部
は
上
総
国
松
尾
の
松
尾
藩
で
の
藩
校
の
解
説
で
あ
る
。
基
本
は
掛
川
藩

の
藩
校
に
倣
って
い
る
が
、
実
質
的
に
は
松
尾
藩
の
時
代
が一八
六
八
年
か
ら
廃
藩
置
県

に
な
っ
た
一
八
七
一
年
で
あ
り
、
取
り
合
え
ず
は
掛
川
藩
時
代
の
藩
校
を
再
現
し
た
い

と
い
う
構
想
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

１
、
学
館
名
称
幷
所
在
地
名

教
養
館　

知
事
資
美
新
た
に
藩
學
を
築
き
舊
掛
川
藩
學
の
總
稱
を
襲
用
し

亦
教
養
館
と
曰
ふ
。
其
所
在
之
地
は
松
尾
追
手
前
也
。

　

こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
松
尾
藩
に
お
い
て
も
掛
川
藩
時
代
の
藩
校
運
営
を

踏
襲
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、前
述
し
た
と
お
り
、

松
尾
藩
が
消
滅
し
、
あ
る
程
度
時
間
が
経
過
し
た
の
ち
の
報
告
で
あ
り
、
掛
川
藩
校

時
代
の
内
容
を
繰
り
返
し
記
述
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

２
、
沿
革
要
略

３
、
教
訓

４
、
学
科
學
規
試
験
法

５
、
教
養
館
学
則

６
、
附
録

７
、
職
名
俸
禄
幷
職
員
概
数

８
、
生
徒
概
数

９
、
束
脩
謝
儀

⓾
、
学
館
経
費

⓫
、
知
事
臨
館

⓬
、
祭
儀

⓭
、
学
館
構
造
幷
圖

⓮
、
学
館
蔵
物

⓯
、
附
録
洋
学
書
學
数
学
郷
校
事
略

⓰
、
舊
松
尾
管
内
郷
校
所
在
地
名

お
わ
り
に

　

掛
川
藩
校
と
は
、
お
よ
そ
一
八
〇
〇
年
の
初
め
か
ら
幕
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
わ
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徳
造
書
院　

備
中
守
資
功
代
、
弘
化
元
年
北
門
書
院
を
更
め
徳
造
書
院
と
曰
う
。
名

　

稱
教
授
致
仕
松
﨑
慊
堂
額
字
を
選
び
前
藩
主
道
淳
隷
書
。
又
分
名
四
つ
有
り
講
堂

　

を
博
諭
筵
と
曰
い
聴
聞
席
を
存
心
筵
と
曰
い
句
讀
師
席
を
觀
善
舍
と
曰
い
書
學

　

所
を
心
正
舍
と
曰
う
。

教
養
館　

萬
延
元
年
正
月
學
館
演
武
場
闔
境
を
總
稱
し
て
教
養
館
と
曰
う
。

　

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
当
初
は
北
門
内
に
建
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
北
門

書
院
」
と
名
付
け
ら
れ
、次
い
で
、徳
造
書
院
と
改
め
ら
れ
、万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）

に
総
称
し
て
「
教
養
館
」
と
し
た
。
こ
れ
は
、
文
武
両
道
の
施
設
が
そ
ろ
っ
た
こ
と

か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、「
教
養
」
と
は
第
１
部
の
「
１
、
藩
内
學
事
制
度
概
略
」

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
学
問
を
心
得
た
る
上
、
武
芸
修
鍊
の
者
を
、
実
の
武
士
と
申

す
べ
し
」・
・
・
・
・
・
・
こ
の
よ
う
な
武
士
を
育
て
る
と
こ
ろ
と
い
う
意
味
で
「
教

養
館
」
と
い
う
名
称
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
教
官
の
略
歴
、
事
務
的
な
事
項
が
続
き
、「
５
，
掛
川
学
館
図
」
の
平

面
図
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

　

２
、
犬
塚
源
左
衛
門
小
傳

　

３
、
小
埼
門
蔵
小
傳

　

４
、
教
訓
、
学
科
學
規
試
験
法
、
職
名
及
俸
禄
、
職
員
概
数
、
生
徒
概
数
、

　
　

束
脩
謝
儀
有
無
、
學
館
経
費
、
藩
主
臨
學
、
祭
儀
、
學
館
構
造
幷
圖

　

５
、
掛
川
學
館
圖

　

６
、
學
館
蔵
物

　

７
、
封
内
家
塾

第
３
部　
『
舊
松
尾
藩
掛
川
藩
時
江
戸
諸
邸
學
館
事
略
』

　
　

第
３
部
は
江
戸
藩
邸
の
藩
校
の
解
説
で
あ
る
。
松
崎
慊
堂
が
享
和
二
年
、
藩
校

教
授
を
任
命
さ
れ
た
最
初
の
頃
は
、
江
戸
の
藩
邸
で
の
講
義
が
主
流
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
掛
川
で
の
校
舎
の
整
備
も
進
み
、
藩
校
と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
て

い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
名
称
か
ら　

松
崎
慊
堂
の
略
歴
、
教
訓
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。

　

１
、
學
館
名
称

　

２
、
学
館
沿
革
事
略

　

３
、
興
邸
中
学
館
議

　

４
、
官
員
幷
職
任

　

５
、
肄
業
書
籍

　

６
、
考
試
幷
賞
（
昇
）
格

　

７
、
掛
川
藩
江
戸
邸
前
教
授
松
崎
慊
堂
傳

　

８
、
掛
川
藩
江
戸
邸
教
授
海
野
豫
介
小
傳

　

９
、
教
訓

　

⓾
、
学
科
學
規
試
験
法

　

⓫
、
職
名
及
職
員
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い
て
直
に
年
寄
（
老
臣
）
共
に
申
達
す
べ
き
と
未
だ
禄
税
（
引
米
）
を
免
除
し
階

禄
を
昇
進
す
る
如
き
奨
勵
法
を
立
て
ず
、
但
し
平
生
能
勤
る
者
に
は
賞
品
を
與
へ

或
い
は
稀
に
例
よ
り
夙
く
舉
て
仕
ヘ
使
む
る
有
る
耳
。

　

備
中
守
資
功
代
、
天
保
十
二
年
辛
丑
十
二
月
廿
三
日
小
﨑
門
蔵
（
教
授
）
に
告

く
明
春
學
館
初
會
よ
り
聖
像
を
安
置
す
と
天
保
十
三
年
壬
寅
正
月
廿
六
日
諸
師

範
に
命
ず
。
今
度
、
諸
藝
演
場
學
館
の
後
に
建
つ
。
明
日
よ
り
こ
こ
に
お
い
て
演

武
す
可
し
と
、
但
し
軍
學
と
拳
法
兩
流
と
は
舊
場
に
仍
る
。
射
三
流
は
新
築
未
だ

成
ら
ず
。
弘
化
元
年
甲
辰
七
月
廿
五
日
算
學
師
範
に
命
ず
。
學
館
墻
内
に
算
學
所

成
る
。
今
よ
り
こ
こ
に
お
い
て
學
ぶ
可
し
と
。

　

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
項
を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
年
次
に
よ
り
列
挙
す

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

文
化
三
年
（
一八
〇
六
）
六
月
十
六
日
松
崎
退
蔵
に
命
ず
學
問
上
之
事
は
學
問
所
に

　

於
い
て
直
に
年
寄
（
老
臣
）
共
に
申
達
す
べ
き
。

天
保
十
二
年
（
一八
四一）
十
二
月
廿
三
日
小
﨑
門
蔵
（
教
授
）
に
告
く
明
春
學
館

　

初
會
よ
り
聖
像
を
安
置
す

天
保
十
三
年
（
一八
四
二
）
正
月
廿
六
日
諸
師
範
に
命
ず
。
今
度
、
諸
藝
演
場
學
館

　
の
後
に
建
つ
。
明
日
よ
り
こ
こ
に
お
い
て
演
武
す
可
し
と
、
但
し
軍
學
と
拳
法
兩

　

流
と
は
舊
場
に
仍
る
。
射
三
流
は
新
築
未
だ
成
ら
ず
。

弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
七
月
廿
五
日
算
學
師
範
に
命
ず
。
學
館
墻
内
に
算
學
所

　

成
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
施
設
も
充
実
し
て
い
る
様
子
が
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２
、
士
卒
子
弟
教
育
方
法
概
略

　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
六
月
、
学
館
規
則
を
定
め
た
。

　
「
素
読
」
は
奇
数
日
に
実
施
し
、
辰
刻
よ
り
午
刻
ま
で
で
八
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で

出
る
よ
う
に
と
し
、
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
ま
で
は
用
事
の
合
間
に
出
て
、
三
十
歳
以

上
の
者
も
希
望
す
る
者
は
出
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。「
講
釈
」
は
偶
数
日
、
辰
刻

一
時
で
、
藩
士
だ
け
で
な
く
「
町
在
の
者
迄
、
有
志
の
輩
は
罷
り
出
で
候
事
」
と
し
、

町
民
も
有
志
の
者
は
受
け
る
よ
う
に
と
し
て
い
る
。「
会
読
」
は
四
九
の
日
に
実
施

し
、
藩
士
町
民
い
ず
れ
も
「
素
読
」
が
一
通
り
終
わ
っ
た
者
が
出
席
す
べ
き
と
し
て

い
る
。

　
「
休
日
」
は
一
六
の
日
で
一
切
相
休
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
２
部　
『
舊
松
尾
藩
掛
川
藩
時
學
館
事
略
』

　

１
、
學
館
名
称
、
學
館
所
在
地
名
、
沿
革
要
略

　

学
館
名
称
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

學
館
名
稱

北
門
書
院　

備
中
守
資
愛
代
、
藩
學
を
掛
川
城
之
北
門
内
に
建
つ
因
り
て
北
門
書
院

　

と
名
づ
く
。
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が
元
禄
九
年
九
月
十
日
、書
院
（
藩
主
の
賓
館
）
に
お
い
て
谷
卜
仙
に
命
じ
て
「
大
学
」

を
書
状
役
以
上
の
も
の
に
聴
聞
す
る
よ
う
命
じ
た
。
た
だ
し
、
学
館
教
授
な
ど
の
こ
と

は
伝
わ
って
い
な
い
。

　

次
い
で
、
太
田
資
愛
（
備
中
守
、
太
田
道
灌
十
一
世
）
が
「
教
訓
書
」
を
享
和
二

年
（
一
八
〇
二
）
に
藩
中
に
示
し
た
こ
と
を
記
し
、
そ
の
全
文
を
示
し
て
い
る
。
書

き
出
し
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

學
問
は
、
物
事
の
道
理
を
弁
ヘ
、
君
臣
父
子
夫
婦
長
幼
朋
友
之
間
に
行
い
、
身

を
修
め
、
家
国
を
治
む
る
事
を
習
う
事
に
て
、
上
下
日
用
之
急
務
也
。
武
芸
は

平
日
、
修
鍊
し
置
き
、
万
一の
時
、
君
父
の
要
害
と
為
り
、
家
国
の
騷
乱
を
鎮
め
、

學
問
の
訓
に
て
、
不
行
き
届
き
を
助
る
事
を
習
う
事
に
て
、
此
れ
亦
武
士
た
る
者
、

第
一
に
心
得
有
る
可
き
所
也
。
就
中
、
学
問
は
、
上
下
に
拘
ら
ず
、
誰
も
心
得

ざ
れ
ば
、
叶
わ
ざ
る
事
に
て
、
学
問
を
心
得
た
る
上
、
武
芸
修
鍊
の
者
を
、
実
の

武
士
と
申
す
べ
し
（
以
下
略
）。

　　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
当
初
か
ら
「
学
問
」
と
「
武
芸
」
の
両
方
が
必
要
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。「
学
問
」は
身
を
修
め
、家
と
国
を
治
め
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、

「
武
芸
」
は
修
練
し
、
万
一
の
時
、
殿
様
を
守
り
、
国
の
騒
乱
を
修
め
る
こ
と
に
役

立
つ
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、太
田
資
順
の
一
藩
士
に
刻
ま
せ
て
藩
士
に
配
っ
た
「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」

に
つ
い
て
は
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

備
中
守
資
愛
嫡
子
攝
津
守
資
順
道
灌
十
二

世
之
孫

享
和
二
年
、
親
ら
朱
氏
の
白
鹿
洞
掲
示

を
冩
し
、
一
士
に
命
し
、
之
を
刻
ま
し
め
藩
の
諸
士
に
頒
つ
。
其
跋
文
に
曰
く

右
先
正
朱
文
公
白
鹿
洞
書
院
に
掲
げ
る
者
、
聖
賢
為
學
之
要
、
淺
深
終
始
簡
括

莫
遺
謹
冩
一
通
、
上
木
搨
完
各
諸
臣
に
班
す
。
資
順
不
肖
と
雖
も
不
足
以
企
於

聖
賢
而
景
慕
之
深
不
能
自
已
則
自
今
以
往
與
諸
臣
従
事
ノ
者
願
取
法
於
此
享

和
壬
戌
秋
八
月
、
源
朝
臣
資
順
靜
勝
軒
に
於
い
て
謹
書
す
。
攝
津
守
資
順
代
文

化
二
年
乙
丑
八
月
十
三
日
藩
中
に
令
す
。
松
崎
退
蔵
教
授
毎
月
七
之
日
、
國
井

五
兵
衞
毎
月
二
之
日
講
釋
す
、
下
士
以
上
聴
聞
べ
き
、
卒
者
は
蔭
に
て
聴
聞
す

べ
し
と　

「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
も
資
順
が
写
し
、
そ
れ
を
版
に
刻
ま
せ
藩
士
に
配
布
し
た
と

あ
る
。「
享
和
壬
戌
秋
八
月
、
源
朝
臣
資
順
靜
勝
軒
に
於
い
て
謹
書
す
」
と
あ
り
、

享
和
二
年
八
月
で
あ
り
、
資
愛
の
「
教
訓
書
」
と
相
次
い
で
版
に
起
こ
さ
れ
藩
士
に

配
布
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

松
崎
慊
堂
に
つ
い
て
は
既
に
享
和
二
月
十
五
日
、
掛
川
藩
主
太
田
備
中
守
資
愛
に

よ
り
儒
者
と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
て
い
る
。
食
俸
二
十
人
口
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
「
攝
津
守
資
順
代
文
化
二
年
乙
丑
八
月
十
三
日
藩
中
に
令
す
。
松
崎
退
蔵
教

授
毎
月
七
之
日
、
國
井
五
兵
衞
毎
月
二
之
日
講
釋
す
、
下
士
以
上
聴
聞
べ
き
、
卒

者
は
蔭
に
て
聴
聞
す
べ
し
と
」。
松
崎
慊
堂
の
講
釈
の
始
ま
っ
た
の
は
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）
八
月
十
三
日
に
告
知
さ
れ
た
通
り
毎
月
七
日
に
実
施
さ
れ
た
。

　

文
化
三
年
丙
寅
六
月
十
六
日
松
崎
退
蔵
に
命
ず
。
學
問
上
之
事
は
學
問
所
に
於



3

史
資
料
』
に
は
個
別
の
事
項
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
本
書
を
そ
の
ま
ま
収
録
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
本
書
は
、そ
の
も
と
と
な
る
資
料
と
考
え
ら
れ
、
明
治
初
年
に
舊
松
尾
藩・

太
田
家
に
よ
って
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
太
田
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

当
時
の
文
部
省
へ
の
報
告
と
『
旧
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
と
が
ど
の
よ
う
に
異

な
る
の
か
な
ど
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
平
成
三
十
一
年
度
版
の
当
館
年
報
に
全
文
を
紹
介
し
て
あ
る
の
で
参

考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
松
尾
藩
、
掛
川
藩
の
藩
校
に
関
す
る

記
述
は
大
略
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
日
本
教
育
史
資
料　

一
』

　
　

巻
二　
（
旧
掛
川
藩
・
静
岡
県
取
調
、
旧
松
尾
藩
・
千
葉
県
取
調
）

　
『
日
本
教
育
史
資
料　

四
』

　
　

巻
十　
（
旧
松
尾
藩
旧
藩
主
取
調
）　

　
　

巻
十
一
（
学
士
小
伝
、
犬
塚
源
次
左
衛
門
小
伝
・
小
崎
門
蔵
小
伝
・
松
崎　

　
　
　
　
　

慊
堂　

墓
表
・
教
授
海
野
餘
介
小
伝
）

　
『
日
本
教
育
史
資
料　

五
』

　
　

巻
十
四　
（
教
養
館
記
、
徳
造
書
院
記
、
文
久
二
年
・
小
崎
怡
成
、
門
蔵

　
　
　
　
　

の
子
の
撰
文
）　

　

写
本
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
は
四
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
写
本
に
は
、

部
の
区
別
は
な
い
が
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
便
宜
的
に
四
部
に
分
け
て
解
説
す

る
。

第
１
部 『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』

第
２
部 『
舊
松
尾
藩
掛
川
藩
時
學
館
事
略
』 

第
３
部 『
舊
松
尾
藩
掛
川
藩
時
江
戸
諸
邸
學
館
事
略
』

第
４
部　
『
舊
松
尾
藩
学
館
事
略
』

以
上
の
四
部
で
あ
る
。
第
１
部
と
第
２
部
は
掛
川
藩
校
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。

第
３
部
は
掛
川
藩
の
江
戸
詰
め
藩
士
に
対
す
る
藩
校
の
記
事
。
第
４
部
は
明
治
に
な

り
掛
川
藩
が
千
葉
に
転
封
に
な
り
松
尾
藩
と
な
っ
た
時
の
藩
校
に
関
す
る
記
事
で

あ
る
。

　
『
日
本
教
育
史
資
料
』
に
は
第
１
部
か
ら
第
４
部
ま
で
の
記
事
か
ら
適
宜
必
要
な

事
項
を
取
り
挙
げ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
四
部
の
内
容
に
つ
い
て
気
に
な
る
と
こ
ろ
を
解
説
し
て
お
き
た
い
。

　
第
１
部　
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』

　

１
、
藩
内
學
事
制
度
概
略

　
「
ま
え
が
き
」
部
分
に
該
当
す
る
。
内
容
と
し
て
は
太
田
資
宗
（
備
中
守
、
太
田
道

灌
六
世
）が
三
河
西
尾
城
主
で
あ
っ
た
時
の
家
臣
と
し
て
、河
野
春
寮（
儒
者
、一
五
〇
石
）

の
名
を
挙
げ
、
儒
者
と
し
て
名
が
あ
る
が
、
学
館
を
設
け
て
藩
内
の
子
弟
を
教
授
し
た

等
の
こ
と
は
伝
わ
って
い
な
い
と
し
て
い
る
。
次
に
太
田
資
直（
摂
津
守
、駿
河
田
中
城
主
）
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暦
』
二
十
四
巻
な
ど
が
あ
る
。
蛮
社
の
獄
（
一
八
三
九
年
）
の
際
に
、
門
人
で
あ
っ

た
渡
辺
崋
山
の
た
め
に
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
、
病
を
お
し
て
助
命
嘆
願
書
を
書
い

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
四
月
二
十
一
日
）
没
し
た
。

　

掛
川
藩
校
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
『
掛
川
市
史　

中
巻
』（
一
九
八
四
年
）
の
「
第

七
章　

掛
川
の
近
世
文
化　

第
一
節　

松
崎
慊
堂
と
掛
川
藩
校
」
に
お
い
て
成
立
と

内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
の
根
拠
は
前
述
し
た
と
お
り
『
日
本

教
育
史
資
料
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
に
よ
る
も
の
で
、

主
と
し
て
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
太
田
家
の
二
代
掛
川
藩
主
・
太
田
資
愛
が
藩

中
に
示
し
た
と
さ
れ
る「
教
訓
書
」と
第
三
代
掛
川
藩
主
・
太
田
資
順（
資
愛
の
次
男
、

一
七
六
五
―
一
八
〇
八
）
の
一
藩
士
に
刻
ま
せ
て
藩
士
に
配
っ
た
「
白
鹿
洞
書
院
掲

示
」
を
紹
介
し
て
い
る
。「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
は
同
文
の
跋
文
に
よ
る
と
享
和
二

年
十
月
に
謹
書
し
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
資
愛
、
資
順
父
子
に
よ
っ
て
享
和
二
年
、
掛

川
藩
校
の
設
立
理
念
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
、
こ
れ
に
松
崎
慊
堂
が
大
き
く
関
わ
っ
た

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
六
月
に
定
め
ら
れ
た
「
学

館
規
則
」
を
紹
介
し
、
素
読
、
講
釈
、
そ
の
ほ
か
の
講
義
が
何
時
、
ど
の
く
ら
い
の

時
間
行
わ
れ
る
か
な
ど
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

　

写
本
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
は
平
成
六
年
四
月
、
掛
川
城
の
本
格
木
造
天

守
閣
の
竣
工
に
あ
た
り
元
掛
川
藩
主
太
田
侯
の
後
裔
太
田
松
子
氏
か
ら
掛
川
市
に

寄
贈
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。

　

写
本
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』

　

写
本
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
は
題
名
通
り
、「
舊
松
尾
藩
」
す
な
わ
ち
「
掛

川
藩
」
の
学
制
そ
の
他
の
沿
革
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現
在
、
掛
川
市
二
の
丸
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
が
お
そ
ら
く
は
文
部
省
に
提
出

し
た
最
終
原
稿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
同
類
の
写
本
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
比

較
検
討
さ
れ
、
さ
ら
に
詳
細
が
判
明
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
前
述
し
た
と
お
り
掛
川
藩
校
に
つ
い
て
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）

二
月
、
文
部
省
が
教
育
沿
革
史
作
成
の
た
め
に
各
府
県
及
び
旧
藩
主
家
に
命
じ
て
編
纂

し
た
『
日
本
教
育
史
資
料
』（
全
二
十
五
巻
、
九
冊
）（
一
八
九
〇
―
一
八
九
二
刊
行
）

に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
基
に
し
て
、『
掛
川
市
史　

中
巻
』、『
静
岡
県
史　

通

史
編　
４　

近
世
二
』（一九
九
七
年
）
な
ど
に
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
教
育



1

掛
川
市
二
の
丸
美
術
館
所
蔵
品
解
説

掛
川
藩
校
―
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
の
解
説
を
兼
ね
て
―

館
長　

日
比
野
秀
男

は
じ
め
に

　

松
崎
慊
堂
（
ま
つ
ざ
き
こ
う
ど
う
、
一
七
七
一
―
一
八
四
四
）
は
江
戸
後
期
に
お

け
る
儒
学
者
で
一
時
期
、
掛
川
藩
主
・
太
田
資
愛
（
お
お
た
す
け
よ
し
、
一
七
三
九

―
一
八
〇
五
）
か
ら
掛
川
藩
校
教
授
を
任
命
（
享
和
二
年
―
一
八
〇
二
）
さ
れ
江
戸

と
掛
川
の
藩
校
で
掛
川
藩
士
の
教
育
に
従
事
し
た
。

　

掛
川
藩
は
江
戸
時
代
末
期
、
上
総
国
松
尾
（
現
在
の
千
葉
県
山
武
市
松
尾
）
に
転

封
さ
れ
松
尾
藩
（
一
八
六
八
―
一
八
七
一
）
と
な
っ
た
。
写
本
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿

革
概
略
』
は
明
治
十
六
年
二
月
、
当
時
の
文
部
省
が
教
育
沿
革
史
作
成
の
た
め
に
各

府
県
及
び
旧
藩
主
家
に
命
じ
て
作
成
し
た
『
日
本
教
育
史
資
料
』
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
掛
川
藩
及
び
松
尾
範
に
関
す
る
情
報
の
原
本
と
考
え
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。

　

写
本
『
舊
松
尾
藩
学
制
沿
革
概
略
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、『
掛
川
市
二
の
丸

美
術
館
・
掛
川
市
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
美
術
館
年
報　

平
成
三
十
一
年
度
』
で
全
文
を

紹
介
し
て
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
概
要
の
解
説
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

掛
川
藩
校
は
松
崎
慊
堂
が
藩
校
教
授
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

松
崎
慊
堂
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
九
月
二
十
七
日
、
肥
後
国
益
城
郡
北
木
倉

村
（
現
在
の
熊
本
県
上
益
城
郡
御
船
町
）
の
農
家
に
生
ま
れ
、名
は
復
、字
は
、明
復
、

慊
堂
は
号
で
あ
る
。
幼
少
時
の
経
歴
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
確
定
的
な
こ
と
は
言
え

な
い
が
十
歳
の
と
き
剃
髪
し
て
僧
に
な
っ
た
が
、
十
五
歳
の
と
き
儒
学
者
に
な
る

た
め
に
出
奔
し
て
江
戸
に
出
て
、
浅
草
称
念
寺
の
僧
の
世
話
で
林
大
学
頭
錦
峯
（
信

敬
）
の
門
人
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
の
儒
学
者
と
し
て
著
名
な
林
述
斎
（
衡
）
は
錦

峯
亡
き
後
、
林
家
を
継
ぎ
昌
平
黌
の
中
で
も
有
能
な
人
物
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。

　

松
崎
慊
堂
は
昌
平
黌
の
有
能
な
人
材
で
、
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
、
掛
川
藩

主
太
田
資
俊
に
二
十
人
扶
持
で
招
か
れ
、
次
の
資
愛
の
代
に
は
藩
校
北
門
書
院
（
徳

造
書
院
の
前
身
）
を
開
い
て
慊
堂
に
教
授
さ
せ
、
ま
た
藩
政
に
つ
い
て
の
意
見
を

徴
し
た
。
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
、
朝
鮮
通
信
使
の
対
馬
来
聘
の
際
に
は
林
述
斎

の
依
頼
で
対
馬
に
出
向
い
て
応
接
に
当
た
っ
た
。
掛
川
藩
に
十
年
ほ
ど
仕
え
た
の
ち

致
仕
し
て
、
江
戸
西
郊
の
羽
沢
（
渋
谷
区
広
尾
）
に
隠
居
し
て
晩
年
の
二
十
三
年
間

を
過
ご
す
と
と
も
に
諸
藩
の
子
弟
の
教
育
の
た
め
出
張
講
師
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま

た
、
羽
沢
の
山
荘
の
建
築
に
は
掛
川
の
豪
商
・
山
崎
晨
園
（
や
ま
ざ
き
し
ん
え
ん
、

一
七
七
四
―
一
八
二
九
）
の
多
大
な
援
助
を
受
け
た
。
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
、

幕
府
か
ら
表
彰
を
受
け,

将
軍
家
慶
に
謁
見
を
賜
っ
た
。

　

慊
堂
の
学
問
は
初
め
朱
子
学
を
奉
じ
て
い
た
が
、
五
十
歳
の
こ
ろ
か
ら
漢
学
（
漢

代
の
儒
学
）
に
改
め
、
後
世
の
煩
瑣
な
注
釈
を
排
し
て
経
書
の
本
文
を
理
解
す
る
こ

と
を
唱
え
、
経
書
本
文
の
校
訂
出
版
に
尽
力
し
た
。
特
に
唐
の
開
成
石
経
に
校
訂
を

加
え
て
出
版
す
る
事
業
に
取
り
組
み
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
完
成
し
た
。

著
書
に
は
没
後
に
編
集
さ
れ
た
文
集
『
慊
堂
遺
文
』
二
巻
の
ほ
か
、
日
記
『
慊
堂
日



掛川市二の丸美術館年報　　　　令和２年度
掛川市ステンドグラス美術館年報　令和２年度
発 行 日 令和３年８月１日
編集・発行 公益財団法人掛川市文化財団
 掛川市二の丸美術館・掛川市ステンドグラス美術館
 〒436-0079　掛川市掛川1142-1
 TEL 0537-62-2061  FAX 0537-62-2062
印 刷 所 株式会社ケイ・アート


